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日本生態学会各賞候補者募集

第 22 回「日本生態学会賞」
　顕著な研究業績により生態学の深化や新たな研究展開に指導的役割を果たした本
法人会員に対して授与される日本生態学会の最も権威ある賞です。受賞者は会員か
ら推薦された候補者の中から選考され、大会時において表彰されます。

第 28 回「日本生態学会宮地賞」
　生態学の優れた業績を挙げた本法人の若手会員を対象とした賞です。会員の自薦
による応募者、もしくは会員から推薦された者の中から原則として 3 名の受賞者を
選考し、各々 10 万円の賞金が贈呈されます。

第 17 回「日本生態学会大島賞」
　野外における生態学的データの収集を長期間継続しておこなうことなどにより生
態学の発展に寄与している本法人の会員を対象とした賞です。会員の自薦による応
募者、もしくは会員から推薦された者の中から原則として 2 名の受賞者を選考し、
各々 10 万円の賞金が贈呈されます。

第 12 回「日本生態学会奨励賞（鈴木賞）」
　学位取得後 4 年くらいまで（大学院生を含む）の今後の優れた研究展開が期待で
きる研究者に授与される賞です。自薦による応募者の中から原則として 3 名の受賞
者を選考し、各々 5 万円の賞金が贈呈されます。

第 1 回「日本生態学会自然史研究振興賞」
　生物の記載、分布、生活史など、地域の生物多様性情報の収集と公開を通して、
生態学の基盤強化に寄与している本法人の会員を対象とした賞です。自薦による応
募者もしくは本法人会員により推薦された者の中から原則として 2 件の受賞者を選
考し、各々 10 万円の賞金が贈呈されます。

記

1．受賞候補者の条件：本学会員
2．書式：生態学会ウェブサイト（https://esj.ne.jp/esj/）よりダウンロード
3．送付先：
　　（電子メール）office@esj.ne.jp
　　（郵送）〒 603-8148 京都市北区小山西花池町 1 － 8
    日本生態学会事務局気付
    日本生態学会○○賞選考委員会委員長
    （○○は応募する賞名を入れて下さい）
4．締め切り日：2023 年 8 月 16 日（水）必着
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日本生態学会賞規則
第 1 条 日本生態学会賞は、本法人会員で、顕著な研究業績により生態学の深化や新たな研究展

開に指導的役割を果たし、本法人会員により推薦された者の中から、以下に述べる選考
を経て選ばれた者に授ける。なお、受賞は毎年原則として 1 名とする。

第 2 条 日本生態学会賞候補者を選考するため、日本生態学会賞候補者選考委員会（以下「委員
会」）を設ける。

第 3 条 委員会の委員は代議員の推薦により 9 名を選出するが、生態学の各分野に偏りの無いよ
うに配慮する。委員長は委員の互選により毎年定める。委員の任期は 3 年とし、毎年 3
名を改選する。ただし任期満了後 2 年間は再任されない。

第 4 条 推薦者は、推薦理由を添えて候補者を推薦するとともに、委員会の求めに応じて必要な
資料を提出しなければならない。

第 5 条 委員会は推薦理由をもとに受賞候補者を絞り、推薦者が提出する資料にもとづいて若干
名の受賞候補者を選び、選定理由を付けて会長に報告する。なお、受賞候補者が無い場
合も、その旨を会長に報告する。選考にあたっては、原著論文業績の他に啓蒙的役割を
果たした著書類及びそれらの国内外の波及効果に留意する。

第 6 条 選考委員が被推薦者となった場合で、選考の最終段階に候補として残った場合には、選
考委員会からはずれるものとする。

第 7 条 会長は委員会が選定した候補者について、その賛否を理事会に諮り、有効投票のうち 3
分の 2 以上の賛成がある場合、これを受賞者として決定し、直ちに本人に通知をする。
また、受賞候補者が無い場合には、理事会の了承を受けて、受賞者が無いことを会員に
公表する。

第 8 条 受賞者の決定は、受賞式が行われる 3 ヶ月前までに行う。
第 9 条 授賞式は大会において行い、受賞者には賞状及び記念品を贈呈する。
第 10 条 受賞者は、原則として、その授賞式が行われる大会において記念講演し、その内容を本

法人の学会誌に総説として投稿する。
第 11 条 この規則の改訂は理事会の承認を得なければならない。

日本生態学会宮地賞規則
第 1 条 日本生態学会宮地賞（以下「宮地賞」という）は、生態学の優れた業績を挙げた本法人

の若手会員で、自薦による応募者もしくは本法人会員により推薦された者の中から、以
下に述べる選考を経て選ばれた者に授ける。なお、授賞は毎年原則として 3 名とする。

第 2 条 宮地賞受賞候補者を選考するため、宮地賞受賞候補者選考委員会（以下「委員会」とい
う）を設ける。

第 3 条 委員会の委員は日本生態学会賞候補者選考委員が兼ねる。
第 4 条 委員会は若干名の受賞候補者を選び、選定理由を付けて会長に報告する。なお、受賞候

補者が無い場合も、その旨を会長に報告する。選考にあたっては、本法人会の英文誌ま
たは和文誌への本人の掲載論文の有無、及び会員歴（日本生態学会の英文誌または和文
誌への本人の掲載論文の有無及び会員歴を含む）にも留意する。

第 5 条 選考委員が被推薦者となった場合で、選考の最終段階に候補として残った場合には、選
考委員会からはずれるものとする。

第 6 条 会長は委員会が選定した候補者について、その賛否を理事会に諮り、有効投票のうち 3
分の 2 以上の賛成がある場合、これを受賞者として決定し、直ちに本人に通知をする。
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また、受賞候補者が無い場合には、理事会の了承を受けて、受賞者が無いことを会員に
公表する。

第 7 条 受賞者の決定は授賞式が行われる 3 か月前までに行う。
第 8 条 授賞式は大会において行い、受賞者には賞状および賞準備金より賞金 10 万円を贈呈す

る。
第 9 条 受賞者は受賞の対象となった研究業績について、原則として、その授賞式が行われる大

会において講演し、その内容も含めた総説を本法人の学会誌に投稿する。
第 10 条 この規則の改訂は理事会の承認を得なければならない。

日本生態学会大島賞規則
第 1 条 日本生態学会大島賞（以下「大島賞」という）は、野外における生態学的データの収集

を長期間継続しておこなうことなどにより生態学の発展に寄与している本法人の会員を
対象とし、自薦による応募者もしくは本学会員により推薦された者の中から、以下に述
べる選考を経て選ばれた者に授ける。なお、授賞は毎年原則として 2 名とする。

第 2 条 大島賞受賞候補者を選考するため、大島賞受賞候補者選考委員会（以下「委員会」とい
う）を設ける。

第 3 条 委員会の委員は日本生態学会賞候補者選考委員が兼ねる。
第 4 条 委員会は若干名の受賞候補者を選び、選定理由を付けて会長に報告する。なお、受賞候

補者が無い場合も、その旨を会長に報告する。選考にあたっては研究の継続期間や本法
人の会員歴（日本生態学会の会員歴を含む）にも留意する。

第 5 条 選考委員が被推薦者となり選考の最終段階まで候補として残った場合には、選考委員会
からはずれるものとする。

第 6 条 会長は委員会が選定した候補者について、その賛否を理事会に諮り、有効投票のうち 3
分の 2 以上の賛成がある場合、これを受賞者として決定し、直ちに本人に通知をする。
また、受賞候補者が無い場合には、理事会の了承を受けて、受賞者が無いことを会員に
公表する。

第 7 条 受賞者の決定は授賞式が行われる 3 か月前までに行う。
第 8 条 授賞式は大会において行い、受賞者には賞状および賞準備金より賞金 10 万円を贈呈す

る。
第 9 条 受賞者は受賞の対象となった研究課題について、原則として、その授賞式が行われる大

会において講演し、その内容も含めた総説・解説等を本法人の学会誌に投稿する。
第 10 条 この規則の改訂は理事会の承認を得なければならない。

日本生態学会奨励賞（鈴木賞）規則
第 1 条 日本生態学会奨励賞（以下「奨励賞」という）は、本法人の会員であり、学位取得後 4

年くらいまで（大学院生を含む）の今後の優れた研究展開が期待できる研究者で、自薦
による応募者の中から、以下に述べる選考を経て選ばれた者に授ける。なお、授賞は毎
年原則として 3 名とする。

第 2 条 奨励賞受賞候補者を選考するため、奨励賞受賞候補者選考委員会（以下「委員会」とい
う）を設ける。

第 3 条 委員会の委員は日本生態学会賞候補者選考委員が兼ねる。
第 4 条 委員会は若干名の受賞候補者を選び、選定理由を付けて会長に報告する。なお、受賞候
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補者が無い場合も、その旨を会長に報告する。選考にあたっては、会員歴にも留意する。
第 5 条 選考委員が被推薦者あるいは推薦者となった場合で、選考の最終段階に候補として残っ

た場合には、選考委員会からはずれるものとする。
第 6 条 会長は委員会が選定した候補者について、その賛否を理事会に諮り、有効投票のうち 3

分の 2 以上の賛成がある場合、これを受賞者として決定し、直ちに本人に通知をする。
また、受賞候補者が無い場合には、理事会の了承を受けて、受賞者が無いことを会員に
公表する。

第 7 条 受賞者の決定は授賞式が行われる 3 か月前までに行う。
第 8 条 授賞式は大会において行い、受賞者には賞状および賞準備金より賞金 5 万円を贈呈する。
第 9 条 受賞者は受賞の対象となった研究業績について、原則として、その授賞式が行われる大

会において講演し、その内容も含めた総説を本法人の学会誌に投稿する。
第 10 条 この規則の改訂は理事会の承認を得なければならない。

日本生態学会自然史研究振興賞規則
第 1 条 日本生態学会自然史研究振興賞は、生物の記載、分布、生活史など、地域の生物多様性

情報の収集と公開を通して、生態学の基盤強化に寄与している本法人の会員を対象とし、
自薦による応募者もしくは本法人会員により推薦された者の中から、以下に述べる選考
を経て選ばれた者に授ける。なお、授賞は毎年原則として 2 件とする。

第 2 条 自然史研究振興賞受賞候補者を選考するため、自然史研究振興賞受賞候補者選考委員会
（以下「委員会」という）を設ける。

第 3 条 委員会の委員は代議員の推薦により 4 名を選出する。委員長は委員の互選により毎年定
める。委員の任期は 2 年以内とし、毎年 2 名を改選する。ただし任期満了後 2 年間は再
任されない。

第 4 条 委員会は若干名の受賞候補者を選び、選定理由を付けて会長に報告する。なお、受賞候
補者が無い場合も、その旨を会長に報告する。

第 5 条 選考委員が被推薦者となり選考の最終段階まで候補として残った場合には、選考委員会
からはずれるものとする。

第 6 条 会長は委員会が選定した候補者について、その賛否を理事会に諮り、有効投票のうち 3
分の 2 以上の賛成がある場合、これを受賞者として決定し、直ちに本人に通知をする。
また、受賞候補者が無い場合には、理事会の了承を受けて、受賞者が無いことを会員に
公表する。

第 7 条 受賞者の決定は授賞式が行われる 3 ヶ月前までに行う。
第 8 条 授賞式は大会において行い、受賞者には賞状および賞準備金より賞金 10 万円を贈呈す

る。
第 9 条 受賞者は受賞の対象となった研究課題について、原則として、その授賞式が行われる大

会において講演する。
第 10 条 この規則の改訂は理事会の承認を得なければならない。
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　第 70 回日本生態学会大会（ESJ70）は、2023 年 3 月
17 日～ 21 日の 5 日間の日程で開催されました。本大会
は、前半の 4 日間をオンライン形式で、最終日の授賞式
および受賞講演のみをハイブリッド形式（オンラインお
よび現地開催）で開催するという、これまでにない開催
形式をとりました。大きなトラブルもなく閉会を迎える
ことができたのは、大会企画委員会のみなさまによる入
念な準備、大会実行委員会とアルバイトのみなさまによ
る完璧な進行、そして業者のみなさまによる充実のサポ
ートあってのことでした。この場をお借りして、厚く御
礼申し上げます。

開催形式決定の経緯

　まず最初に、ほぼ完全オンラインという ESJ70 の開催
形式が決定された経緯を説明したいと思います。そもそ
も、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）のパンデ
ミックが始まった 2020 年以降、ほかの多くの学会と同
様に、日本生態学会も年大会の現地開催再開を希求して
きました。実際、ESJ70 直近の ESJ69 福岡大会では、現
地開催への回帰とオンライン参加の両立を目指し、ハイ
ブリッド大会の準備が進められてきました。ところが、
COVID-19 の蔓延状況悪化を鑑み、開催の一ヶ月前に
ESJ69 は完全オンラインへの切り替えを余儀なくされま
した。ハイブリッド大会として十分に準備してきたこと
が奏功し、ESJ69 はオンライン大会としてそれまでにな
い高い水準の成功を収めましたが、現地交流にかけた期
待の喪失、水泡に帰した準備努力、そして多くの参加者
にリスケジュールの負担をかけてしまった負い目が、多
くの関係者にとってトラウマとなりました。私はこうし
た次第から、ESJ70 は、開催形式が変更される可能性の
ない、準備の楽な大会を目指すことにしました。
　準備の楽な大会。これは、ESJ70 に至って初めて顕在
化した目標ではありませんでした。日本生態学会では、
年大会の規模拡大に伴い、その運営を学会員のボランテ
ィアでまかなう体制に限界がきています。年大会のオン
ライン化は、部分的であっても、大会実行委員会の負担
を軽減するための有効な手段になりえます。オンライン
大会の利点と欠点を見極めるためにも、ESJ70 を廉価で
充実したオンライン大会の成功事例として経験する必要
があると、私は感じていました。日本生態学会における
完全オンライン大会自体は、プログラムの大部分が中止
された ESJ67 を含め 3 回実施されてきましたが、その間
にオンラインプラットフォームはどの業者においても技
術的な改善を著しく遂げてきました。実際、ESJ69 で採
用された ONLINE CONF は大変に優れた UI をもつオン
ラインプラットフォームでした。しかし ESJ69 では現地
開催の準備も並行して行われていたため、大会参加費に

会場費のキャンセル料が転嫁され、割高感が否めない結
果になりました。大会参加者にリスケジュールのリスク
や高いコストを負わせることなく、現時点で最高のオン
ライン大会を実施することは、「準備の楽な学会」の実
施と一致していたのです。この方向性について、大澤剛
士大会企画副委員長（現在は ESJ71 大会企画委員長）と
相談し、大会企画委員会として ESJ70 の全面オンライン
化を提案するという意見を固めました。ESJ69 の閉会直
後のことでした。
　2022 年 4 月 11 日に ESJ70 運営検討タスクフォース第
1 回会議が開催され、開催形式についての意見が交換さ
れました。大会企画委員会による全面オンライン開催の
提案に対しては、大会実行委員会を含め、その場では積
極的な異議は出ませんでした。これは主に、たとえ大会
企画の大部分を現地で開催するとしても、従来どおりに
参加者間の交流を図ることは困難だという判断からだっ
たと思います。参加者間の交流は、従来、主にポスター
発表や懇親会、あるいは会場外での飲食を通して図られ
てきました。しかし、COVID-19 が蔓延している限り、
密を避けるためにポスター会場は莫大な広さを必要と
し、用意することが物理的に困難です。また、複数名で
の飲食は、最も感染リスクの高い行為のひとつです。よ
って当時の状況では、大会の企画に現地開催部分があっ
たとしても、ポスター発表と懇親会はオンラインにせざ
るを得ないと判断されたのでした。しかしながら、オン
ライン形式によって最も魅力が減じられるのも、ポスタ
ー発表と懇親会です。大会企画委員会には、オンライン
で参加者間の交流を促進する方策を考えるという、難し
いミッションが課されることになりました。
　その後、理事会において、大会の最重要企画である授
賞式と受賞講演だけは現地で開催する（また、オンライ
ンで同時配信する）ことが提案され、決定に至りました。
この判断は、COVID-19 の蔓延状況がどのように変動し
ようとも、この部分だけなら参加者人数を容易に制限で
きるため、確実に現地で開催できるという見積もりによ
るものでした。

新しい試みについて

SpatialChat でのプレ企画・サテライト企画
　ESJ69 に引き続き、ESJ70 でもオンライン交流会場と
して SpatialChat の使用を予定していました。直接会っ
て話す機会を代替するウェブサービスは他にもあります
が、大会参加者における操作方法の慣れを考慮すると変
更するのはリスクが高く、また SpatialChat と比較して
卓越して優れたものが他にあるようでもなかったためで
す。SpatialChat に参加者を誘導し、交流を生み出す仕掛
けを考える必要がありました。

第 70 回日本生態学会 仙台大会（ESJ70）開催報告

細将貴（大会企画委員会 前委員長）
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　SpatialChat の契約体系の都合により、契約期間は大会
期間を含む一ヶ月間となりました。そこで、開会前の契
約期間を利用し、SpatialChat に予め慣れ親しんでもらう
ことはできないかと考えました。そこで出てきたのが、
大会とは別にプレ企画を立ててもらうというアイデアで
す。結果的には、時間的な余裕がなくプレ企画を公募す
ることはできませんでしたが、2 件のプレ企画を実施す
ることができました。ひとつは、内々に話を通していた
エコカップ 2023 実行委員会によるオンライン同窓会「エ
コカップ 2002–2022：熱き戦いを振り返る—そして新た
な歴史へ」です。ESJ70 参加者に限らず、多くの関係者
が集い、旧交を温める場となったようでした。
　もうひとつのプレ企画は、「ダーウィンが来た！自然
番組のウラ側」と題した講演会で、NHK「ダーウィンが
来た！」番組制作チームによるものでした。この NHK
のチームをお呼びした経緯は、まず、先方から研究者と
の交流機会を持ちたいということで学会にコンタクトが
あり、以前にも縁があった大会企画委員長の私が応対し、
企業展示と自由集会に関わっていただくことになったと
いうものです。そうして、大会内でのこれらの企画の宣
伝を兼ねた、プレ企画での講演会を打診し、実現した次
第です。開会前日の午後ということで、とてもよいアイ
スブレイキングになったのではないかと思います。
　生態学会の大会に関連したサテライト企画としては、
従来、エコカップ実行委員会によるフットサル大会が開
催されていました。COVID-19 の流行以降、内容をフォ
トコンテストに変更し、一部の会員の間では盛り上がり
を見せていましたが、開催場所という大会との接点を失
い、ほとんど独立のイベントになっているという状況が
ありました。そこで ESJ70 では早い時期から大会企画委
員会とコンタクトを取り、ともに上手な連携の形を模索
することになりました。オンライン同窓会もその一環で
したが、受賞作品を SpatialChat に掲示し、多くの大会
参加者に見てもらうという企画も実現しました。
　エコカップ実行委員会によるフットサル大会以外には
特に開催されてきませんでした。今回も、エコカップ
2023 として、フットサル大会の代わりにフォトコンテ
ストが実施され、盛り上がりを見せていました。今後、
エコカップ本来のフットサル大会が再開されるようにな
ればフォトコンテストは開催されなくなるかもしれませ
んが、このような展示を含めたサテライト企画はぜひ何
かの形で継続されていってほしいと思います。期間や場
所、予算等の制限から離れたサテライト企画、特に大会
前のプレ企画には、まだまだ可能性があると感じていま
す。今後も、大会企画委員会や大会実行委員会との連携
のもと、会員からユニークな企画が自発的に立案されて
いくことを期待しています。

ポスター発表形式の改善
　大会プラットフォームとして ONLINE CONF を継続
して使用することは、ほぼ既定路線でした。理由のひと
つは、ESJ69 で多くの参加者が操作に慣れたはずである
こと。また、満足できる部分、改善してもらいたい部分
がわかっているということも安心材料でした。そして何

より、継続して使用することを前提に ESJ69 での使用料
を運営会社（アグリスマイル）に抑えていただいたとい
う経緯がありました。そのため、大会企画委員会の最初
の作業は、ONLINE CONF で新たに予定されていたアッ
プデートをどのように活用するかを検討していくことに
なりました。
　いくつかのアップデート予定のうち、特に歓迎するべ
き、そして大仕事になる予感を伴うものが、ポスター発
表の一覧に新たに適用されるタイル表示でした。かねて
より、オンラインでは多くのポスターを一望できないこ
とへの不満が聞かれていました。このアップデートは、
まさにこの不満を解消するものです。しかし一方で、ポ
スター発表一件あたりに割り振られる面積は当然ながら
小さく、文字情報を含めることなどは可能そうに思えま
せんでした。そこで ESJ70 では、一覧表示のサムネイ
ルとしてグラフィカルアブストラクトを採用することに
しました。グラフィカルアブストラクトは、近年の論文
投稿ではブラウザや SNS 上での広告用に用意を求めら
れることも珍しくないため、大会参加者にとって必ずし
も不慣れな表現ではなかったと思います。しかし、新た
に作成してもらうコンテンツが追加されることになるた
め、発表者には負担増となる不安もありました。そのた
め、ポスター賞候補のポスター発表とすべての高校生ポ
スター発表に対してのみの義務に今回は留めました。結
果的には、賞候補ではないポスター発表のほとんどにも
グラフィカルアブストラクトは用意され、非常に一覧性
に優れた表示が可能となりました。
　グラフィカルアブストラクトの採用は、別のアイデ
アにつながりました。交流会場としての SpatialChat と
大会プラットフォームの ONLINE CONF、特にそのポス
ター会場とをシームレスに行き来するための、通路の入
り口にするというアイデアです。ポスターのグラフィカ
ルアブストラクトを SpatialChat に貼り付け、そこから
ONLINE CONF 上のポスター発表ページにリンクを張っ
たのでした（ちなみに、大会期間中、あまりに集客に苦
労されていた企業展示にも、同様の仕組みを急遽作成し
ました）。検討に割くことのできる時間が限られたため、
必ずしもベストなデザインにはなりませんでしたが、用
意した道具の組み合わせから考えられるアイデアとして
は最良のものだっただろうと思います。より洗練された
形で、今後の大会に活かされることを願います。
　ポスター発表において参加者間の交流を促進すること
は、ESJ70 の企画委員会に課された最大の課題だったと
言ってよいでしょう。対策は、ウェブカメラを通したリ
アルタイムでのコミュニケーションと、コメントを通し
た非同期コミュニケーションの両面から考えられまし
た。リアルタイムのほうについては、ONLINE CONF に
もともとあった意見交流場機能をより安易に利用できる
よう、ポスターの一覧に発表者の在不在が表示されるよ
うに改良してもらいました。また、各ポスターのページ
では、発表者が他の参加者と現在交流中であるかどうか
を表示する仕組みを追加していただき、人だかりのでき
るポスターにありがちだった、他の参加者同士のかけあ
いに自然に入り込むことを可能にしました。こうした仕
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組みにより、オンライン発表で損なわれがちな交流が、
多少なりとも補償されたことと思います。ただ、後述す
るように、この新機能にトラブルが発生したことは大変
遺憾なことでした。

「いいね！」賞とベストディスカッサー賞
　文字情報で残されるコメントの応酬は、オンラインで
のポスター発表における最大の利点だと思います。対面
の場合にはその場限りで揮発する良質の質問が文章とし
て練られ、その後の聴衆にも参照可能な形で残されます。
発表者は、質問の内容も質問者の名前も、あとで思い出
せなくなるリスクから開放されます。コメントを残すイ
ンセンティブを参加者に与えることができないかと考え
た結果、本大会で初めて設けられたのが、「いいね！」
賞とベストディスカッサー賞でした。通常、発表賞の類
は若手を奨励することを目的としますが、これらの賞は
大会を盛り上げることを目的としています。よって受賞
資格に年齢等の制限を設けませんでした。個人的には、
本大会の目玉企画だったと思っています。
　「いいね！」賞は、ポスター発表に対して参加者が与
えた票の数によって発表者を称える賞です。通常のポス
ター賞では、専門性の合致した審査員によって審査がお
こなわれるのですが、「いいね！」賞を審査するのはす
べての大会参加者（高校生を含む）です。また、審査対
象は、ポスター賞の受賞候補となっていない発表や、高
校生ポスター発表を含みます。ポスター賞への応募資格
を持たない発表者にも門戸を開くことで、広く発表者の
モチベーションを高める効果が期待できます。結果とし
て、ポスター賞に応募しておらず、発表日が二日目と不
利だったはずの発表が一件受賞するなど、企画した者と
してうれしい番狂わせがありました。また、通常のポス
ター発表の受賞者と一部が重複するなど、後述の議論に
もつながる結果も得られました。
　ベストディスカッサー賞は、発表にコメントした人に
与えられる賞です。残されたコメントに対して、発表者
や後に来た他の聴衆が、いい質問だと評価を込めて投じ
た票の数によって選定されます。多くの質問をすること、
よい質問をすることへのインセンティブを高めることに
より、ポスター発表の意義を深め、更には大会を盛り上
げることを意図しました。結果として、使命感の強い企
画委員が複数名受賞することになりましたが、個人的に
は、こうした発表賞の類で蚊帳の外に置かれがちなシニ
アの学会員が受賞し、存在感をアピールしてくれたこと
が、大変うれしかったです。
　ちなみに、「いいね！」賞を設けた意図のひとつとして、
従来のポスター賞との比較がありました。通常のポスタ
ー賞の審査には、審査員の負担が大きいことや、審査員
を選定する際の都合により発表分野を柔軟に変更できな
いことといった問題があります。そこで、大会運営の省
力化のため、審査を参加者全員による投票で済ませられ
ないかという案が検討されています。その場合には、専
門家による審査結果と、一般の参加者による審査結果が、
ある程度一致していなくてはいけません。今回、「いい
ね！」賞とポスター賞の重複受賞者が複数名現れたこと

は、一般参加者による審査の有効性を示唆している可能
性があります。一方で、「いいね！」賞は、ポスター賞
とは異なる性格の賞として存続してほしいという声も聞
かれました。あるいは、一般の参加者による審査結果を
専門家による判断に活かすという方法もありえるかもし
れません。いずれにしても、今後の大会運営方法を考え
るにあたって、有意義な試みができたと感じています。
　「いいね！」賞とベストディスカッサー賞は意図した
効果を発揮できたのでしょうか。集計の結果、ESJ70 で
はポスター一件あたりのコメント数が、ESJ69 と比べて
全体の平均で 10% 以上、特にポスター賞候補の発表で
は 15%、増加しました。ONLINE CONF の操作に大会参
加者が慣れた効果もあるかもしれませんが、少なくとも、
ESJ70 では、ポスター発表での満足度を高めることがで
きたものと考えています。

口頭発表形式の改善
　今回、一般発表の口頭発表においては動画の事前アッ
プロードを求めることにしました。これは、ESJ69 で実
施された見逃し配信では、発表当日に録画したものを編
集し、公開するまでに 1 週間ほどの時間が必要であった
ため、見逃し配信が十分には利用されたなかったという
反省から考案されたものです。また、発表者の当日のネ
ット環境に左右されることなく、タイムスケジュール通
りに発表プログラムを進行できるという利点もありまし
た。義務としなかったのは、初めての試みであり、発表
者によっては大きな負担となる可能性があったためで
す。結果として、非常に円滑な大会の進行が可能になり
ました。発表にライブ感が欠けてしまったことを残念に
感じる声も聞かれましたが、大会運営の省力化という意
味では大きな改善だったと思います。

お詫び

　大会会期中、大きなトラブルは確かにありませんでし
たが、不手際がまったくなかったわけではありませんで
した。お詫びするとともに、今後に活かしていただくた
めに詳細の説明を残しておきたいと思います。
　 ま ず、SpatialChat の 利 用 に つ い て。 上 述 の 通 り、
ESJ70 では SpatialChat でプレ企画をおこない、開会の前
に場を温めておくことを構想していました。大会期間の
外のイベントですので、必ずしも大会参加者のみに利用
を制限する必要がなく、広い意味で生態学の関係者が交
流する場を用意できるはずでした。しかしながらプレ企
画は 2 件に留まり、交流を活性化するような効果は得ら
れなかったと思います。また、プレ企画では大会非参加
者にも入室できるようパスワード等を設定していません
でしたが、開会以降は大会参加者に利用を限定するため
に、特定の URL から登録する必要があるよう設定を変
更しました。この変更については、参加者全員に対する
アナウンスで開会前に注意喚起を行いましたが、十分に
は行き渡らず、大会初日には SpatialChat に入室できな
いという問い合わせが非常に多く寄せられることとなり
ました。対策として、大会非参加者のうち開会以前に
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ESJ70 用の SpatialChat の URL を知った人はそう多くな
いだろうとの判断のもと、大会 2 日目には設定を再度変
更し、登録なしで入室できるように戻しました。入室に
ついての問題はこれで一応解決しましたが、大会初日に
は同時に別の不手際も露呈しました。SpatialChat 内に一
般講演のカテゴリーに対応した部屋を用意していなかっ
たため、講演の空き時間や昼食休憩に多くの参加者が行
き場所に迷ってしまったのでした。ポスター発表のグラ
フィカルアブストラクトを貼った部屋に誘導するつもり
が、部屋数が多すぎたために、人を集める場所として機
能しなかったということのようでした。そこで急遽「雑
談部屋」を作成したところ多くの人が集まるようになり、

「顧客が本当に必要だったもの」はこれだったかと落胆
したものでした。貴重な交流機会を減らす結果となり、
申し訳なく思っています。
　次に、ポスター発表における意見交流場機能について。
先述したように、ESJ70 では ONLINE CONF のアップデ
ートにより、ポスター発表の意見交流場に発表者が待機
中であるかどうかが一覧表示から判別できるようになっ
ていました。ところが、新機能ゆえのバグにより、発表
者が待機を開始してから連続して 1 時間が経過すると、
自動的に待機中の表示がキャンセルされてしまうという
不具合が大会初日に発生してしましました。不具合の発
生はアグリスマイルにより再現性が確認されましたが、
当初は原因がわからず、発表者には対症療法として一旦
ログアウトしてもらうなどといった方策を伝えることで
精一杯でした。原因が判明したため大会二日目には解消
されましたが、初日の発表者には多くの不利益を生じて
しまったことと思います。大会企画委員会として痛恨で
あり、心よりお詫びいたします。

大会の全体像と参加者、講演数、集会数

　今大会は、一般講演は 887 件（ポスター発表：654 件、
口頭発表：233）、高校生ポスター発表は 65 件、集会は
40 件（シンポジウム：10 件、自由集会：20 件、フォー
ラム：10 件）となりました。例年と異なる傾向があっ
たのはポスター発表とシンポジウムの減少ですが、これ
らは同じく当初からオンライン大会が予定され実行され
た ESJ68 岡山大会でも見られた傾向です。オンライン大
会が敬遠された結果と考えるべきでしょう。また高校生
ポスター発表の増加が見られましたが、これは大会参加
に移動を必要としないオンライン大会であったことが好
まれた可能性もあるものの、高校生ポスター賞の選考対
象としない発表であれば一校から二件目以降の発表申し
込みを認めるという今大会からの規則変更による可能性
もあります。
　また、参加者数は 2490 人（一般参加者；1005 人、有
料の学生参加者；746 人、招待講演者が 31 人、発表の
ない学部生と高校生をあわせて 699 人、その他 19 人）
となりました。大会参加費を廉価に抑えた割には有料で
の大会参加者数が伸び悩み、例年よりやや減少した印象
です。現地開催の大会が増えつつあるなか、オンライン
のみの大会ではニーズを拾いきれなくなっている可能性

を示唆しているように思います。

展望

　以上のように、本大会では多くの新しい試みをおこな
い、オンライン大会としてはベストを尽くしました。一
方で、オンラインでは絶対に補うことのできない現地開
催の良さも浮き彫りになってきました。今後、日本生態
学会の年大会も、基本形を現地開催に戻していくことで
しょう。しかし、育児や介護で家庭を離れがたい会員
や、高校生・学部生にとり、出張を必要としないオンラ
インでの大会参加は、望ましいオプションであることに
変わりありません。大会開催費用の増大と大会運営の省
力化という大きな問題を抱え、妥協点を探りながらとい
うことになるかと思いますが、ハイブリッド大会となる
ESJ71 の挑戦が実り多い物になることを今から祈念して
います。
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ん（ポスター部会長）、望月昂さん（高校生ポスター部
会長）、辰巳晋一さん（英語セッション部会長）をはじ
めとする大会企画委員のみなさま、学会執行部、事務局
のみなさまに心から感謝いたします。なかでも、ESJ71
への接続を見越して関与していただいた大澤さんと、私
の至らなさを完璧にカバーしてくださった才木さんには
感謝してもしきれません。また、直接的ではありません
が、ESJ70 の下地を整えておいてくださった高橋佑磨さ
ん（前企画委員長）にも感謝申し上げたいと思います。
ESJ69 から ESJ71 にかけて、このように歴代の企画委員
長は情報と問題意識を共有し、大会のあり方を変革して
きています。大会のあり方に正解はありませんが、今後
も、少しでも多くの参加者と運営にとって満足度の高い
大会になっていくことを祈念しています。

　各種審査員を務めてくださったみなさまにも感謝申し
上げます（順不同、敬称略）。
ポスター賞：別所和博、向井裕美、久野真純、伊藤健
二、宮本麻子、速水将人、入江貴博、佐々木章晴、中野
光議、馬場友希、河端雄毅、森茂太、豆野皓太、中臺亮
介、Sam Ross、川西基博、仲澤剛史、原村隆司、益子美
由希、藤本真悟、長谷和子、黒川瞬、柴﨑祥太、相澤章仁、
佐藤拓哉、井出純哉、佐橋玄記、松村健太郎、長谷川元
洋、上田実希、石塚真太郎、庄山紀久子、豊田鮎、内海
邑、宮崎智史、槐ちがや、前野浩太郎、戸田求、濱尾章二、
井田崇、小野清美、安藤温子、三宅崇、上原歩、河村和洋、
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栗和田隆、川坂健人、植村慎吾、山ノ内崇志、吉岡明良、
大竹裕里恵、森嶋佳織、大窪久美子、岸本年郎、石原正恵、
西川潮、北西滋、荒木良太、荒木希和子、工藤洋、日室
千尋、河内香織、大崎遥花、衣笠利彦、伊藤公一、小山
明日香、今西亜友美、内田圭、浜端朋子、東川航、吉川
正人、増田太郎、石井弓美子、東出大志、和田葉子、片
山昇、蘇智慧、今野浩太郎、伊藤浩二、竹内勇一、太田
菜央、太田真人、三村真紀子、佐々木章晴、長坂有、沢
田こずえ、他匿名希望 38 名

英語口頭発表賞：David Armitage、Jamie M. Kass、伊東
宏樹、丑丸敦史、永松大、柿岡諒、久米篤、戸田求、佐
藤幸恵、才木真太朗、小山里奈、小峰浩隆、小野田雄介、
深谷肇一、菅井徹人、青柳亮太、石崎智美、前野浩太郎、
村瀬偉紀、大串隆之、大戸夢木、潮雅之、土松隆志、東
若菜、米谷絹代、北野潤、野村翔太、鈴木紅葉

高校生ポスター賞：武田和也、松本哲也、篠原直登、都
築洋一、大崎晴菜、上田るい、大竹裕里恵、向井裕美、
鏡味麻衣子、桜井良、小峰浩隆、内田健太、篠田悠心、
坂田ゆず、小林慧人、池本美都、城野哲平、奥田圭、藤
本真悟、中濱直之、小山明日香、早坂大亮、中原亨、山
口諒、田川一希、宮崎佑介、山﨑曜、木下豪太、青木大
輔、佐賀達矢、宮田理恵、嶋田正和、西脇亜也、三宅崇
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記　事

Ⅰ．一般社団法人日本生態学会 2023 年度定時総会（第
70 回大会会員総会、2023 年 3 月 21 日、代議員 22 名・・
会員 135 名参加）および代議員会、各種委員会におい
て報告・承認・決議された事項
A．報告事項
1．事務局報告
a．2022 年度会員数・学会誌発行状況

日本生態学会誌 72 巻
1 号 2 号

発行部数 310 340
配本部数 309 311
残部数 1 29

保全生態学研究 27 巻
1 号 2 号

発行部数 870 860
配本部数 838 845
残部数 32 15

Ecological Research Vol.37
No.1 No.2 No.3 No.4 No.5 No.6

発行部数 110 110 110 110 110 110
配本部数 108 106 107 106 106 108
残部数 2 4 3 4 4 2

会員数
2021 年 12 月末現在 2022 年 12 月末現在
一般 学生 合計 一般 学生 合計

北海道 256 145 401 254 137 391
東北 164 101 265 170 103 273
関東 992 380 1372 985 431 1416
中部 355 171 526 353 165 518
近畿 465 306 771 454 307 761

中四国 185 63 248 188 61 249
九州 225 89 314 230 91 321
外国 42 14 56 42 6 48
小計 2684 1269 3953 2676 1301 3977
賛助 70 67
名誉 7 7
小計 77 74
合計 4030 4051

会費納入率（各年 12 月末現在）
2021 年 2022 年

一般 学生 一般 学生
北海道 94.5 72.4 92.5 76.6 
東北 96.3 71.3 92.9 71.8 
関東 93.3 70.8 93.6 71.9 
中部 92.1 69.0 90.1 72.1 
近畿 93.3 74.8 94.5 76.9 

中四国 95.1 74.6 95.7 73.8 
九州 94.2 67.4 95.7 79.1 
海外 59.5 35.7 59.5 16.7 
全体 93.1 71.3 92.9 73.9 

b．庶務報告（2022 年 4 月～ 2023 年 3 月）
1. 日本学術振興会より令和 4 年度科研費（国際情報発

信強化 A）の内定通知があった（H30 年度より 5 年
間交付、令和 3 年度 12,600,000 円）（4 月 1 日）

 法務局に 2022 年定時総会および 2022 年特別理事会
にて就任した代表理事・理事・監事交代を申請し登
記された（4 月 12 日）

2. 日本学術振興会へ令和 3 年度科研費（国際情報発信
強化 A）実績報告書を送付した（5 月 12 日）

3. 生態学琵琶湖賞候補者募集を開始した（9 月 1 日）
4. 学術振興会に令和 5 年度科研費（国際情報発信強化

B・OA 刊行支援）計画調書など応募書類一式を送付
した。（10 月 4 日）

5. 大学改革支援・学位授与機構へ大学機関別認証評価
委員会専門委員候補者 8 名を推薦した（11 月 2 日）

6. 学会賞選考委員に推薦された宮地賞・大島賞・奨励
賞（鈴木賞）候補者が理事会メール審議にて承認さ
れた（11 月 23 日）

＊他、各種集会への後援・共催名義使用承認 8 件、賞・
助成への学会推薦 4 件

c．会計報告（2022 年 3 月～ 2023 年 2 月）
1. 福岡コンベンションセンターへ ESJ69 福岡国際会議

場使用料およびキャンセル料として 2,008,115 円を支
払った（3 月 25 日）

2. 新協社へ ESJ69Zoom オペレーション委託費として
3,157,000 円を支払った（3 月 30 日）

3. Wiley 社へ 2022 年英文 3 誌発行費として 717,624 円
を支払った（4 月 5 日）

4. 2022 年地区会活動費を各地区会に送金した（6 月 3
日）

5. 国際文献社へ ESJ69 大会関連委託費として 4,546,249
円を支払った（6 月 13 日）

6. AGRI SMIL へ ESJ69 プラットフォーム利用料として
2,344,828 円を支払った（6 月 15 日）

7. 国際文献社へ会員管理委託費 4 ～ 6 月 3,121,440 円を
支払った（7 月 13 日）

8. 科 研 費（ 国 際 情 報 発 信 力 強 化 ） 前 期 分 と し て
6,600,000 円の入金があった（7 月 20 日）
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9. 東京化学同人より生態学入門第 2 版印税として
431,200 円の入金があった（7 月 25 日）

10. 国際文献社へ東北地区・九州地区ウェブ選挙費用と
して 242,000 円を支払った（8 月 5 日）

11. 国際文献社へ会員管理委託費 7 ～ 9 月 239,551 円を
支払った（10 月 13 日）

12. MIERUNE 社へ新サーバへの移転作業費用として
396,000 円を支払った（10 月 20 日）

13. 科 研 費（ 国 際 情 報 発 信 力 強 化 ） 後 期 分 と し て
6,000,000 円の入金があった（10 月 28 日）

14. ESJ70 交流ツール SpatialChat 使用料として 1,056,371
円を支払った（11 月 25 日）

15. イギリス生態学会ブース出展機器レンタル費用とし
て 335,746 円を支払った（12 月 2 日）

16. みずほファクターより 2023 年会費口座自動引落分と
して 3,213,910 円の入金があった（12 月 12 日）

17. 土倉事務所へ日本生態学会誌 72-1・2 印刷費および
ニュースレター No.58 編集費として 1,857,295 円を支
払った（12 月 20 日）

18. 国際文献社へ会員管理委託費 2022 年 10-12 月分とし
て 818,730 円を支払った（1 月 18 日）

19. 土倉事務所へ保全生態学研究 27-1・2 印刷費として
2,682,845 円を支払った（1 月 20 日）

20. 東京化学同人より生態学入門 2 版出版印税として
508,480 円の入金があった（1 月 25 日）

21. 2022 年度の会計監査が Web 会議システム（Zoom）
で行なわれ、会計は適正に行なわれたことが確認さ
れた。（2 月 9 日）

22. 2022 年法人税として 209,300 円を納税した（2 月 10
日）

2．大会企画委員会
概要

・ほぼ完全オンライン（授賞式と受賞講演のみ現地開
催でハイブリッド）

・大会プラットフォームとして ONLINE CONF を使
用

・交流ツールとして SpatialChat を使用
これまでとの大きな変更点

・口頭発表における、講演動画の事前アップロード
・ポスター発表における、グラフィカルアブストラク

トの採用と一覧表示
・ポスター発表における、「いいね！」賞とベストデ

ィスカッサー賞の新設
・ポスター賞候補における、グラフィカルアブストラ

クトと説明動画の義務化
・SpatialChat を利用したポスター発表の拡張
・ほぼすべての講演の即時オンデマンド配信。

申込状況
一般講演

高
校
生

ポ
ス
タ
ー

集会

回
開
催
地

ポ
ス
タ
ー

口
頭

合
計

シ
ン
ポ

フ
ォ
ー
ラ
ム

企
画
集
会

自
由
集
会

合
計

61 広島 944 214 1158 55 17 7 25 30 79
62 鹿児島 866 166 1032 29 12 11 19 29 71
63 仙台 914 251 1165 40 4 13 24 37 78
64 東京 955 264 1219 52 14 9 17 35 75
65 札幌 899 216 1115 45 19 7 17 29 72
66 神戸 918 269 1187 81 21 12 - 32 65
67 名古屋 928 295 1223 60 31 7 - 29 67
68 岡山 708 224 932 35 17 11 - 20 48
69 福岡 848 235 1083 49 28 9 - 23 60
70 仙台 654 233 887 65 10 10 ‐ 20 40

回 開催地

参加者
一
般（
有
料
）

学
生（
有
料
）

そ
の
他

合
計

61 広島 1278 684 502 2464
62 鹿児島 1104 661 330 2095
63 仙台 1241 686 469 2396
64 東京 1262 828 724 2814
65 札幌 1140 745 421 2306
66 神戸 1187 816 796 2799
67 名古屋 874 734 299 1907
68 岡山 1110 799 803 2712
69 福岡 1093 861 758 2712
70 仙台 1005 736 749 2490

・参加費を低く抑えることができたが、参加者数はあ
まり伸びなかった。

・一般発表件数は減少。ポスター数のみが減ったよう
に見えるが、昨年度は口頭発表をポスター発表に移
すことで口頭発表数を調整していたため、単純には
比較できない。

・高校生ポスターはやや増加。
・シンポジウムは大きく減少。

大会の様相
・ポスター発表のコメント欄は、昨年度より活況だっ

た。
・問い合わせ件数では、SpatialChat への入室方法に関

するもの（private 設定にしていたことに起因）が多
かった。

・ONLINE CONF へ の ロ グ イ ン に 関 す る も の、
ONLINE CONF の不具合に関するもの、

・問い合わせによって発覚した ONLINE CONF の不
具合（ビデオ機能の「意見交流会」で発表者が待機
中であることを示す表示が、使用一時間を経過する
と自動的に不在を示す表示に変更されてしまうとい
うもの）は、2 日目開始前には解消されたものの、
ポスター賞に応募した発表者らの体験として残念な
ものだった。

・SpatialChat からポスター発表に人を誘導する試み
は、あまり成功しなかった。



12

・公開講演会の発表者が全員男性であったことは反省
点。

今後の課題（次期大会企画委員会および ESJ71 TF へ）
・発表分野区分の統廃合
・ポスター部会長より、分野区分を統廃合する作業は

部会の手に余るため、TF で決定してほしいとの意
見が出ている。

・部会の再編
・人海戦術でポスター賞の審査を頼むという仕事があ

るため、ポスター部会は構成員人数が多い。そのた
め、部会の意思決定が非常に遅い。ポスター賞の審
査方法やコンテンツの諸々など、ポスター発表に関
わる決定権を、運営部会か大会企画委員長に移譲し
たほうがよい。

・ONLINE CONF や SpatialChat など、オンライン部
分を担当する部会がないため、ノウハウがうまく引
き継がれず、いたずらに企画委員長と運営部会長の
負荷が重くなってしまった。オンライン部会を設け
ることにより、ノウハウを蓄積していけることが望
ましい。

・申込システム・プラットフォームの一本化
・申込みシステムとオンラインプラットフォームが別

会社になっているため、申込情報を反映する二度手
間により大会直前に時間を浪費している。また、余
計な費用がかかってる。これらを解消するため、今
後は国際文献社のプラットフォームを使用するか、
申込受付に国際文献社のシステムを通さないことが
望ましい。会費未納者による発表記録の事後取り消
しなど、低コストで雑に管理する方法も検討してほ
しい。

 （文責：細将貴）

3．Ecological Research 刊行協議会
1．出版状況（2022 年第 37 巻 1 ～ 6 号の報告）

・計 799 ページ 80 報を出版。投稿数 244、受理数 80
（採択率 31.9％）。総ページ数は 36 巻の 1036 ページ
より減少。

・投稿数の凋落傾向が顕著（2021 年 267、2020 年
263、2019 年 309、2018 年 342、2017 年 536）。特に
国外からの投稿数の減少が目立つ。

・日本からの投稿数（75）は前年と同数。採択数は
56。70％が日本からの投稿。

・投稿から First Decision までは平均 39.3 日。前年値
（40.9）よりやや短縮。

・IF 値（2021）は 2.056 に上昇（2020 年 1.917、2019
年 1.580、2018 年 1.546、2017 年 1.531）。2022 
Journal Citation Reports（Clarivate Analytics）では
Ecology カテゴリーで 121/174 と昨年（112/166）よ
りも順位は下落。

・オープンアクセス（OA）論文は 19 報（23.8％、
2021 年は 16.3％）（有利な出版契約のため、さらな
る増加が望ましい）。

・日本人査読者の割合が高くなってきており（2021

年 60.5％、2020 年 55.6％、2019 年 53.5％、2018 年
38.4％、2017 年 37.8％）、最近では実際の査読者の
7 割を超える。国際誌として改善の必要。

2．編集体制
・新規編集委員、特に海外編集委員を募集中。しか

し、苦戦。
・5 名の新任、5 名の退任。

3．Ecological Research Award 2022 受賞論文選考
・編集委員・幹事の投票により 5 論文を選考し、理事

会の承認を経て決定した。
4．特集企画

・37 巻 1 号に“Blue carbon dynamics in coastal habitats: 
their role in climate change mitigation and ecosystem 
function”全 6 報掲載。この続編が 2023 年以降に発
行予定。

・37 巻 4 号に“Promoting idea sharing via Idea Paper 2”
全 8 報掲載。

・このほかに 38 巻 1 号で Cedar 特集、全 6 報が出版
済み。Beech 特集前編（全 5 報）が 38 巻 2 号に掲
載予定。

・他 2 特集（Blue carbon 特集後編、Beech 特集後半）
が編集中。

・covid-19 により開催が延期された国際学会に関
連 し た 2 特 集 が 予 定。2020 年 酸 性 雨 国 際 会 議

（ACID RAIN 2020）の特集が Aerosol and Air Quality 
Research 誌 と の 共 同 企 画 と し 準 備 中。The 10th 
International Conference on Serpentine in France の
Proceedings が蛇紋岩特集として予定されている。

・今後掲載論文数が不足する懸念がある。特集の企画
立案、論文投稿をお願いしたい。

・特集内の 1 報は生態学会負担でのオープンアクセス
になる。

5．Author Guidelines の一部変更等
・References セ ク シ ョ ン で、Wiley Journal’s Style 

Manual へのリンクと参照ページを削除。
・投稿の項目に、Graphical abstract figure and text の項

目を追加。
・The under review service（Authorea）についての記述

を追加。
・AI の 論 文 へ の 使 用 に つ い て The Committee on 

Publication Ethics（COPE）で指針が明示。AI に
オーサーシップは認められず、論文作成に使用の
場合、論文内に記載が必要。これを受けて Author 
Guidelines も改訂予定。

6．OA 費補助について
・生態学会員が corresponding author で ER 誌に論文が

受理された場合の、学会からの OA 出版補助開始の
予定。

 （文責：鈴木準一郎）

4．日本生態学会誌刊行協議会
　新たな任期（2023–2025 年）の編集委員会（委員長・
幹事は留任、委員は 3 名退任・2 名新任）となりました。
刊行協議会を 2023 年 2 月 11 日にオンライン開催しま
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した。12 名の編集委員長・幹事・委員、和文誌事務局、
保全生態学研究編集委員会幹事が参加し、和文誌事務局
の充実、原著論文の位置づけ、社会科学分野の強化、連
載の進め方、などについて議論しました。

【報告事項】
発行状況：73 巻 1 号を 2023 年 3 月に発行します。学術
情報 4 編（うち連載が 2）を掲載する予定です。72 巻か
ら年 2 号（3 月と 9 月）、冊子 300 部を発行し、冊子購
読会員は年間 2,000 円、一般販売は 2,500 円 / 冊（保全
誌と同額）となっています。

72 巻（2022 年）発行状況
原著 総説 特集 学術情報 連載 その他 合計 頁数

1 号 0 0 2（13 編） 0 0 0 13 107
2 号 0 1 2（9 編） 0 0 0 10 107
計 0 1 4（22 編） 0 0 0 23 214

2021 年 71 巻は 3 号 126 頁でした。2022 年の発行頁数は
持ち直しましたが、2010 年代の 400 頁前後から減少し
ています。

編集状況（2023 年 3 月 2 日）
受付年 段階 原著 総説 情報 コメ 合計

2020 審査中 0 0 0 0 0

却下 1 2 0 0 3

受理 5 4 11 6 26

合計 6 6 11 6 29

2021 審査中 0 0 0 0 0

却下 6 3 0 0 9

受理 0 5 6 2 13

合計 6 8 6 2 22

2022 審査中 0 4 3 1 8

却下 0 0 0 0 0

受理 0 0 3 0 3

合計 0 4 6 1 11

2023 審査中 1 4 1 0 6

却下 0 0 0 0 0

受理 0 0 0 0 0

合計 1 4 1 0 6

6 つの特集が企画されており、2023 年の投稿受付数は前
年を上回ると見込まれます。2022 年までの投稿受付数
の減少は、学会大会の開催形式の変化によるのかもしれ
ません。

和文誌事務局の充実
保全生態学研究とともに、和文誌事務局に新たに作業補
助者を雇用し、受理原稿の校閲と J-Stage への登録など
をしていただきます。
 （文責：永光輝義）

5．保全生態学研究刊行協議会
日　時：2023 年 3 月 14 日 9:00-10:00　zoom オンライン
参加者：小池，丑丸，西廣，大澤，北村，鈴木，小山，

露崎，金子，横溝，東城，根岸，森田，戸田，
五箇，片山，赤坂，楠本，今藤，市野川，橋口

（事務）
議事
1．編集状況を報告した
2．投稿規程の変更を理事会に提案することとした．
　変更点 1（理事会承認事項）．生態学会会員に対する

掲載料免除の上限ページ数について，保全情報や学
術提案について現在 6 ページのところ原著論文、調
査報告、実践報告などと同じ 8 ページまでとする。
理由：「学術提案」では根拠文献を十分引用しながら
議論すると原著論文などと同等かそれ以上のページ
数が必要。「保全情報」において重要な外来種などの
情報をまとめて紹介する場合は十分なページ数が必
要。

　変更点 2．J-Stage DATA についてデータを文献表で引
用するスタイルとする。

　変更点 3．スタイル変更．Web サイトの引用の確認日
の表現を統一。

3．全文 XML について
 現在は書誌情報 XML であるが 2023 年度を目標に

Word をもとにした全文 XML への移行を目指す．主
な目的は労力の削減．また機械翻訳の能力が将来的
に向上すれば各種言語で発信される．

　採用する場合のスケジュール：投稿規定の変更として，
著者に校正を反映した Word 原稿を作成依頼，その
他の原稿スタイル変更の設計，などが必要．具体的
な作業内容と投稿規定の変更などの詳細について夏
秋に編集委員会で議論。労力削減のため校正の簡素
化を検討する．

4．アルバイト雇用，編集委員長交代スケジュール
 増大するオンライン作業への対応や校正が主な仕事

のアルバイト（博士課程学生，ポスドクなど）を全
国で募集する。2 ～ 3 ヶ月ごとに次期編集委員長と
事務担当者とともに編集会議を行う。

5．投稿者向けのアンケートを行い，改善点を明らかに
する

編集状況
1．2023 年 1 月～ 3 月

原
著
論
文

総
説

調
査
報
告

実
践
報
告

解
説

保
全
情
報

学
術
提
案

・
巻
頭
言

計

2023 新規投稿 2 1 4 1 2 1 0 11

受理 0 0 0 0 0 0 0 0

却下・取下げ・
話題不適当 0 0 0 0 0 0 0 0

審査中 2 1 4 1 2 1 0 11
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2．2022 年
原
著
論
文

総
説

調
査
報
告

実
践
報
告

解
説

保
全
情
報

学
術
提
案

・
巻
頭
言

計

2022 新規投稿 14 3 10 3 1 2 2 35

受理 3 2 5 1 1 2 2 16

却下・取下げ・
話題不適当 2 0 1 1 0 0 0 4

審査中 9 1 4 1 0 0 0 15

2021 年新規投稿数 36 編：受理 30 編，却下・取り下げ 4
編 , 審査中 2 編
2020 年新規投稿数 45 編：受理 35 編，却下・取り下げ
10 編
 （文責：小池文人）

6-1．自然保護専門委員会
日　時：2023 年 3 月 10 日　09：00 － 11：25　リモー

ト会議（zoom）にて開催
出席者：露崎・黒沢・星崎・亘・奥山・増田・和田・古賀・

中井・高嶋・久保田・増澤・加藤・清水・横畑・
常田・水谷・矢原・吉田・村上・安渓・角野・
神山・大久保・五箇・関島（26 名）

【審議事項】
1．2022 年度事業の決算について
2．2023 年度事業計画及び予算（要望書作成・アフター

ケア活動費用等：100,000 円）
3．岐阜県御嵩町の環境省重要湿地およびハナノキ群生

地におけるリニア発生土置き場設置計画の見直しを
求める要望書（案）について

4．垂水風力発電事業計画に対する要望書の作成（対応）
について

5．奄美大島嘉徳海岸における護岸建設計画に対する要
望書提出後の対応について

6．ホームページの運用について（https://esjncc2022.
wixsite.com/esjncc）

7．その他
【報告事項】

1．自然保護専門委員会の活動報告（2022 年度）
・苫東厚真風力発電事業計画の中止を求める要望書
（2022 年 3 月総会決議）の提出

・奄美大島嘉徳海岸における護岸建設計画に対する要
望書（2022 年 3 月理事会決議）の提出とその後の
対応（アフターケア）

・再生可能エネルギー事業対策作業部会の設置
・ホームページの開設
・日本生態学会第 70 回大会（福岡大会）でのフォー

ラム開催について
2．地区会報告

・中国・四国地区，近畿地区の活動報告
3．作業部会・アフターケア委員会報告

・外来種問題検討作業部会の会議報告
・再生可能エネルギー事業対策作業部会の会議報告

・上関要望書 AC 委員会，京都亀岡市アユモドキ問
題，魚釣島ヤギ問題の各アフターケア委員会報告

4．その他
 （文責：和田直也）

6-2．自然保護専門委員会外来種対策作業部会
日　時：2023 年 3 月 7 日 17 時～ 18 時 30 分　リモート

会議にて開催
出席者：佐藤重穂、池田透、戸田光彦、常田邦彦、森本

信生、増澤武弘、中井克樹、安田泰輔、片岡友
美、村上興正、川上和人、小池文人、橋本琢磨、
岩崎敬二、坂本洋典、五箇公一（16 名）、（オ
ブザーバー）亘悠哉

【審議事項】
1．生態学会・侵略的外来種ワースト 100 リストの見直

しについて
・2022 年度中に学会事務局宛に表記リストにおける
「ノネコ」「ノラネコ」「飼い猫」の扱いの違いにつ
いて、および、コイがリストに入っていないことに
ついての質問が寄せられ、本部会内で協議して回答
文を作成

・今回の問い合わせからも、リストが老朽化しており、
外来種問題の変遷および科学的知見に合わせて、リ
ストの随時更新が必要と判断。

・国の外来生物法・特定外来生物および生態系被害防
止外来種リストを基幹としながら、これらリストか
ら漏れている重要性の高い種（特に海産生物が手薄）
をカバーした生態学的視点に立った独自のリストを
作成すべき。

・島嶼や世界遺産エリアなど、地域性を反映したリス
トの作成も重要と判断

・これらのリストのポータルサイトとして国立環境研
究所の侵入生物データベースを活用することも提案

2．生物多様性新国家戦略における外来生物対策指針に
ついて

・ポスト 2020 年目標に掲げられた「外来生物の定着
率を半減」とする外来生物対策方針について、まず
検疫機能の強化および各種外来種情報・革新的防除
技術の省庁間の共有が必要

・農業分野では植物防疫法が検疫を所管するが、水産
分野では輸入水産物貿易による外来種移入の防止を
所管する regulation システムが現状ない。国家戦略
の課題として「海の外来生物対策」の強化も盛り込
む必要がある。

・海産外来生物を課題とした研究の強化、成果発信が
学術分野の課題。

・環境省の小委員会でも学会意見として提議すべき。
3．部会メンバーの更新について

・若手・実践派の参加
・特に海産生物類や植物類の専門家が不足気味

【報告事項】
1．各種外来生物対策の実情報告

・哺乳類、鳥類、爬虫両生類、魚類、昆虫類、植物、
海産生物類の各種外来種についての侵入実態、防除
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の進捗、および今後の課題について報告。
2．環境省・感染症対策（ワンヘルス）事業の報告

・環境省、厚労省、農水省の有識者合同による「野生
鳥獣に関する感染症対策としての鳥獣保護管理方針
検討会」が開始され、当面の課題としてツシマヤマ
ネコ（対 SFTS）やヤンバルクイナ（対鳥インフル
エンザ）などの希少種に対する感染症リスク対策の
検討を進めている。

 （文責：五箇公一）

6-3．自然保護専門委員会再生可能エネルギー事業対策
作業部会

日　時：2023 年 3 月 9 日 17：00 ～ 19：00　zoom 開催
出席者：関島・吉田・露崎・由井・和田・西田・石濱・

鎌田・風間・浦・上野・阿部・傘木（13 名）
【審議事項】

1．作業部会の設立趣旨・目的について
 作業部会の設立趣旨および目的を説明し、作業部会

の趣旨・目的について了承を得た。
2．作業部会における作業担当について
 作業部会の主な役割として、①事業計画に対する要

望・意見書の作成と、②改正温対法に基づく促進地
域ゾーニングに係わる指導・アドバイスの 2 点があ
るが、作業部会メンバーの担当について提案され、
了承された。

3．（仮称）垂水風力発電事業計画に対する要望書の対応
について
①　本事業の計画および当該地の概況説明を奥山委

員（科博）から紹介いただき、要望書の提出に
ついて審議した。審議の結果、今後、地区会か
ら提出された自然環境情報を踏まえ、要望書作
成に進むことができるか否かについて、地区会
メンバーと検討することとした。

②　本事業は演習林内に計画されており、供用され
た場合、演習林内の生態系を大きく改変させて
しまう可能性もあることから、教育・研究上の
問題点を学長等の管理者や全国大学演習林協議
会等に理解を求める必要性も指摘された。

③　②を進める際には、自然史学会連合に協力を求
めるなど、他学会との連携の必要性を求める意
見もあった。

4．その他
 本作業部会の目的の一つである ｢ 改正温対法に基づ

く促進地域ゾーニングに係わる指導・アドバイス ｣
に関し、作業部会として再エネ設置を控えるエリア
のゾーニングを提案してはどうかという意見があ
り、今後検討することとした。

【報告事項】
1．生態学会フォーラムについて（資料 6 生態学会フォ

ーラム）
 第 70 回生態学会大会における自然保護専門委員会主

催のフォーラムの内容が紹介された。
2．その他
 （文責：関島恒夫）

7．将来計画専門委員会
開催日時：2023 年 3 月 8 日（水）13:00-15:00
場　　所：オンライン
出席者（敬称略）：石井、石川、巌佐、大竹、黒川、佐竹、

佐藤、塩尻、田中、辻、土居、彦坂、藤岡、三
木、山道、矢原

欠席者（敬称略）：粕谷、北島、小泉、酒井、鈴木、立
木

オブザーバー：中野
報告事項

（1）若手支援
・昨年度に引き続き「今日はモアイにいこう」をフォ

ーラムとして企画し 44 名のメンターから応募があ
った。若手 WG メンバーによるメンター推薦によ
り、多彩な経歴を持つメンター陣を揃えることがで
きた。昨年度と同様に今年度も、個別の相談に加え
spatial chat を活用し、複数人のメンターが揃った部
屋を用意し会期中に誰でも自由に参加できる体制と
した。

・メンターとメンティーは、教員と学生間の関係でな
く、教員間（あるいは学生間）の関係としても利用
できる場として発展させると生態学コミュニティー
のさらなる活性化につながる可能性がある。次年度
は、大会会場での実施（初！）を検討している。

（2）国際化と国際連携
・国際学会のハイブリッド開催が一般的になり参加は

しやすくなったものの、時差の問題がクローズアッ
プされつつある。特に欧米の大会では、オンライン
でのライブ講演への参加が難しい。類似した時間帯
にあるアジア・オセアニアとの連携が今後より重要
になるだろう。

・国際組織・プロジェクトへの積極的な関与が引き続
き必要。若手の海外渡航が減っているとの意見も。

（3）生態学関連分野の大型予算
・生態学関連の大型予算として学術変革領域研究（A）

が 2 つ動く。他分野では、継続した大型予算獲得が
実現され、次世代育成にも役立っている。また、科
研費には新しく国際先導研究も設置された。この機
会を活かし、今後生態学分野の発展と国際化に必要
な大型予算を、学会としても継続的かつ戦略的に獲
得を目指す仕組みを考える場として、次年度には生
態学会員、若手、女性研究者による挑戦を触発する
ようなフォーラムを企画したい。

 （文責：佐竹暁子）

8．生態教育専門委員会
総会に報告すべき事項
1）委員の枠移動と新委員の就任

高校教員枠委員だった佐賀達矢氏が神戸大学に異動
することに伴い教育学部枠委員となる。
新たな高校教育枠委員として矢追雄一（焼津中央高
校）が就任した。

2）2023 年度の計画
1．生態学会大会でのフォーラムの企画・開催
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2．一般教養向けの教科書「教養の生態学（仮）」の
作成

3．SSH 生徒研究発表会での生態学会の広報活動
4．日本生態学会誌での連載「生態教育の今と未来」

の継続を行う。
総会への報告を要しない事項
2022 年度活動報告
1．オンライン合宿（2022.9.9）と大会前の打ち合わせ

（2023.3.11）
・生態学会大会のフォーラムの内容について検討し

た。本日 3 月 19 日に開催予定である。
・執筆の進む「教養の生態学（仮）」の今後の進行に

ついて意見交換した。
・連載「生態学の今と未来」の今後のテーマについて

検討した。
2．「教養の生態学（仮）」の作成

・大学の一般教養や生態学の周辺領域の仕事に携わる
方、生態学を専門としない理科教員など、生態学を
専門としない方たち向けの生態学の教科書を 2023
年度に出版すべく、各章ないしセクションについて
二人の執筆者に依頼し、そのうち一人が書いた原稿
をもう一人が読み加筆修正する形で進めた。現在、
これら原稿が集まったところで、委員会での査読を
行う準備段階である。

3．高校生対象の日本生態学会ならびに高校生ポスター
発表の広報

・SSH 生徒研究発表会は 2022 年度も、ブース出展が
できなかったため、日本生態学会と高校生ポスター
についてのチラシを作成し、チラシコーナーに置い
ていただいた。

4．連載「生態教育の今と未来」
・2022 年度は 1 回掲載し、2023 年度の内容・執筆者

も選定済み、依頼済みである。
 （文責　中田兼介）

9．生態系管理専門委員会
2022 年度活動報告

会議を定例化（隔月オンライン開催）し、活動の活性
化と部会連携強化。

〇調査・提言部会
・提言論文「自然の賢明な活用を目指して：グリーン

インフラ・NbS の推進における生態学的視点」を執
筆し、保全生態学研究に掲載予定となった。

・ESJ70 でフォーラム開催。環境経済学、土木工学分
野との意見交換を実施。

〇キャパシティビルディング部会
・オンラインワークショップ「身近な生態系を取りこ

ぼさない方法を考える - 生物多様性を受け継ぐ人と
人とのつながりを増やすには？」開催（2023.1.21）。

・参加者 29 名（コンサル職員、研究者、学生など）＋
スタッフ 9 名＋話題提供者 2 名。

2023 年度活動予定
〇調査・提言部会

・2022 年度に出版した提言論文を活用した学会横断

的なシンポジウム・セミナー等の開催

〇キャパシティビルディング部会
・オンラインワークショップ「自然を活かす。ともに

生きる（仮題）」
・全国の生態系管理事例を紹介する動画フォーマット

の作成、試行的な発信を開始
 （文責：西廣淳）

10．大規模長期生態学専門委員会
日　時：2023 年 2 月 28 日～ 3 月 15 日
方　法：委員間のメール交換と Zoom によるミーティン

グ（3 月 15 日）
出席者：石原正恵（京都大学）、伊東明（大阪市大）、内

海俊介（北海道大学）、大手信人（京都大学）、
黒川紘子（森林総研）、木庭啓介（京都大学）、
中村誠宏（北海道大学）、村岡裕由（岐阜大学）、
中野伸一（京都大学）

【総会に報告すべき事項】
各種研究ネットワーク、プロジェクトの活動について

JaLTER（日本長期生態学研究ネットワーク）、DIWPA
（DIVERSITAS in the Western Pacific and Asia、デジタル
バイオスフェア（地球環境を守る統合生物圏科学）、
APBON（アジア太平洋生物多様性観測ネットワーク）
など、国内外のプロジェクト、ネットワークが研究活
動を行っている。

JaLTER の活動について
コロナ禍の収束傾向を受けて、この 2 年間オンライン
で開催されてきた、Open Science Meeting（OSM）と
運営委員会が 2022 年 11 月 25 日に森林総合研究所小
川サイトで開催された。この OSM は、小川サイトの
開設 35 周年記念シンポジウム（24 日）のあとのフィ
ールドツアーで、プロット調査に関するこれからの展
望について議論された。

JaLTER データベースと生態学会における情報インフラ
の整備にむけて

昨年度の大規模長期専門委員会での議論をもとに、
設置されたタスクフォース（TF）の議論をもとに、
JaLTER データベースのシステムの更新と運用の安定
化にむけた具体的な議論を開始した。文科省事業であ
る DIAS（データ統合・解析システム）のプラットフ
ォーム上に JaLTER データベースシステムを移し、運
用を開始する計画の可能性を議論している。DIAS は
地球科学、防災科学等のデータベース群を中心とした
プラットフォームであるが、かねてから生態学、生物
多様性科学のデータの充実を希望しており、この協力
は双方にメリットがあると考えている。

【新年度の活動計画】
・JaLTER/ILTER
・Open Science Meeting（未定）2021 年 10 月中旬
・その他、各ネットワーク、プロジェクトの活動につ

いての情報交換を随時行っていく。
・生態学会データベース検討タスクフォースを中心に
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日本の生態学における情報インフラの整備方針を具
体化する。

 （文責：大手信人）

11．野外安全管理専門委員会
日　時：2023 年 2 月 8 日～ 3 月 16 日　メールにて実施
参加者：飯島、大舘、奥田、鈴木、粕谷、北村、石原、（中島）

2022 年度活動報告
・野外調査時の事故（2 件）についての情報を収集した。
 ヒグマ冬眠用の巣穴調査でのヒグマによる事故
　屋久島での院生の死亡事故（引き続き情報収集を行う）
・九大生の野外実習時における水死事故訴訟についての

情報を収集した。
 2016 年 9 月に屋久島で行われた九大のフィールドワ

ーク科目の実習において、引率した教授は、学生に川
への入水を指示した。その際に救命胴衣を着用させず、
参加者 2 人がおぼれた。このうち死亡した男子学生は
約 1 時間後に下流で発見された。福岡地裁は大学の過
失を認めて、国家賠償法に基づき、大学に約 7700 万
円の賠償を命じた。

・70 回大会でのフォーラム開催の準備を進めた。

2023 年度活動予定
・71 回大会でのランチョンセミナー（フォーラム）と

ポスター展示の準備を行う。
・フォーラム内容の動画配信の検討を引き続き行う
オンライン大会で録画された動画を公開する方向での検

討を行う。
・安全マニュアルの改訂を行う。
 最新の情報と技術へのアップデートを行う。
 朝倉書店から書籍化についての話があり、検討と準備

を進める。
 英訳について検討と準備を進める。
・事故情報の収集と集約
 野外調査・実習中の事故やヒヤリハット事象の例を引

き続き収集し、解析を続ける。
 該当の事例があれば、野外安全管理委員会に連絡をい

ただきたい。また、事故の報告書が大学・研究所等で
出版された場合は、ご教示ください。

・和文誌の『フィールド調査における安全管理マニュア
ル』の配布

 在庫がかなりあるので、高校や研究機関、および会員
への配布を引き続き行う。必要な場合は、連絡をお願
いします。

 （文責：石原道博）

12．キャリア支援専門委員会
出席者
 上野、成田、木村、鈴木牧、河内、東樹、沼田、宮脇、

鈴木智、西田、三宅、半場、荒木、森田、可知、高野（16
名）

（欠席）高田、曽我、中臺、諸澤、幸福、黒瀬、塩尻、富田、

寺田、小山、小泉
【2022 年度活動報告】

1．仙台大会での企画（全オンライン）
・キャリア支援フォーラム U08　3/20 13:00-14:30 Room 

D
「私たちの考える理想のキャリアパス：会員アンケ
ート調査」

・男女共同参画フォーラム　U05 3/20 15:00-16:30 Room 
E
「研究職を天職に！　情熱とキャリアアップと、そ
して、ワーク - ライフ・バランス」

・キャリア支援相談室
・（一社）Sus-Pro の相談員による無料の就職・転職

相談窓口（3/17,18,20 13:00-18:00，予約制，最大
30 名まで受付可）

・キャリア支援ランチセッション（学会員・学会
OBOG による就職とキャリア形成に関する話題
提供）（3/18 12-13 時「生態系と社会との接点　
認証審査というシゴト」）

・企業等の就職関連情報（大会 HP へのリンク掲載）
・託児補助運営サポート

実行委員会の託児担当者との協力により、スムーズ
に事が運べた。

・CPD 認定プログラムの導入（シンポ 4 件、フォーラ
ム 4 件）と受講証明書の発行

2．その他
・男女共同参画学協会連絡会運営委員会への参加（年 3

回）
　男女共同参画学協会シンポジウムへの参加・報告書作

成
・女子中高生夏の学校でのポスター掲示、オンライン座

談会への参加、講師によるオンライン実習を実施した
・各種統計情報の和文誌化
　生態学会和文誌 72(2) の学術情報特集に報告が掲載さ

れた
①会員データ、②男女共同参画学協会連絡会による
大規模アンケート、③大会参加者の属性データ

・男女共同参画学協会連絡会幹事学会タスクフォースへ
の協力

【来年度の活動計画】
1．横浜大会での活動

・キャリア支援フォーラム
・男女共同参画フォーラム
・キャリア支援相談室（個別面談、イベント）
・企業等の就職関連情報（大会 HP へのリンク掲載）
・託児支援サポート
・CPD 受講証明書の発行

2．その他の活動
・男女共同参画学協会連絡会運営委員会への参加（年

4 回程度）
・男女共同参画学協会シンポジウムへの参加（年 1 回）
・女子中高生夏の学校・学会・学術賞等への応募支援
・男女共同参画学協会連絡会幹事学会タスクフォース

への協力
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・学会 HP においてジェンダーギャップに配慮した文
案の提案

 （文責：上野裕介）

13．情報交流支援専門委員会
（1）Jeconet の運営状況について

・会員数：3317 人（3 月 3 日現在）
・配信数：1388 件（　〃　）
・研究情報の交流，シンポジウムなどのイベント案

内，生態学が関係する職業に関する求人案内など，
活発な情報交換に活用されている。

・管理運営上の特段の課題は生じていないが，会員か
らのメール配信確認，メールアドレス登録・変更等
に関する問い合わせは多数あるので，委員はこれら
に対処している。

・Jeconet 会員ならびに日本生態学会会員には，日本
生態学会ホームページでの Jeconet 関連ページを確
認するようにお願いしている。

 （文責：村岡裕由）

14．男女共同参画学協会連絡会　第 21 期幹事学会タス
クフォース

1．男女共同参画学協会連絡会　幹事学会の業務
 正式加盟 / オブザーバ学協会　45/65
 業務：年 3 回の運営委員会の開催、メーリングリス

トでの情報発信、シンポジウムの企画運営、提言要
望活動、女子中高生夏の学校の支援、大規模アンケ
ートの実施・解析など

2．幹事学会としての今後の予定（幹事学会の任期は
2023 年 10 月 31 日まで）

 第 2 回運営委員会　2023 年 3 月 27 日　14 時～ 16 時
（Zoom）

 第 3 回運営委員会　2023 年 8 月 27 日　（Zoom）
 連絡会シンポジウム　2023 年 10 月 14 日（土）　午

前 9 時ー午後 6 時
3．シンポジウムについて
 「フィールドワーク分野のダイバーシティとインク

ルージョン　～フィールドワークの研究分野で誰も
が能力を発揮し輝くために～」（仮）

・2023 年 10 月 14 日（土）午前 9 時ー午後 6 時
・東京大学　弥生講堂　一条ホール・会議室・セイホ

クギャラリー
・開催形式：ハイブリッド
　フィールドワークの研究分野での課題について、生

態学会員にアンケートをとり、その結果をパネルデ
ィスカッションで活用する案が出ている。アンケー
トをとることになった場合、ぜひご協力をお願いし
たい。

4．2023 年度　女子中高生夏の学校
日　時：8 月 5 日（土）～ 7 日（月）
場　所：国立女性教育会館

実験・実習：8 月 6 日（日）午前　　ポスター：午後
（1）現地開催でオンライン配信なし
（2）生徒募集を 90 名程度、募集数は実験・実習は 10

～ 14、ポスターセッションは 30 程度
（3）4 月に事前調査アンケート、5 月から正式な募集

を開始（予定）。
 （文責：半場祐子）

15．監査報告
 一般社団法人　日本生態学会
 監事　永松大・瀧本岳
　当法人の 2022 年度の事業計画、計算書類、これらの
附属明細書、そのほか理事の職務執行の監査について、
次の通り報告する。
1．監査の方法及びその内容
　　2022 年度を通じ、各監事が必要な調査を行い、そ

の結果を監事間で協議して監査を実施した。具体的
には、すべての理事会に Web 会議システムで出席し、
重要な報告書等を随時閲覧した。また、事前に資料を
電子媒体で受領した上で、2023 年 2 月 9 日に学会事
務局と Web 会議システムで接続し、関係する会計書
類を逐次閲覧した。さらに、必要に応じて、これらの
内容について関係する理事に説明を求めた。

2．監査の結果
（1）事業報告書及びその附属明細書は法令および定款に

従い当法人の状況を正しく表示している。
（2）理事の職務の遂行に関し、不正の行為もしくは定款

に違反する重大な事実はない。
（3）計算書類とその附属明細書は当法人の財産および損

益の状況をすべての重要な点において適正に表示し
ている。

16．英文誌出版状況報告
1）生態学会会員が責任著者の ER の出版論文について

は、18 万円で OA 出版できるようにする方針が認
められ、準備作業を進めている。地区会レベルで
も独自支援の動きがあり、若手会員の無料 OA 出版
が可能な体制を構築する方向に進んでいる。これ
は、特に転換契約の枠から外れる会員のサポート
を想定している。本 OA 補助制度の目的と狙いにつ
いて、フォーラム U03「転換契約って何？　日本の
OpenScience の推進と学会誌の転換」で説明予定。

2）2023 年度研究成果公開促進費（国際情報発信強化）
について、国際情報発信強化（B）「ダイバーシティ
とオープンサイエンスの推進による国際情報発信強
化」、オープンアクセス刊行支援「種生物学から拓
く OA 誌出版を通じた種多様性生態学の国際情報発
信の強化」を申請中。

3）次世代育成型エディターについては 3 月末で 3 名が
退任予定で、公募により 3 名を採用した。退任者は
本業である研究職の条件が改善した、もしくはパー
マネントポジションへの着任が理由で、将来、英文
誌出版に貢献出来る人材育成という観点からは順調
なキャリア形成につながっている。また、内 1 名は
PSB 誌の編集委員として着任予定。一方、採用者に
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ついては、国籍・ジェンダー・ポジションが多様で、
いずれも高い研究・英語能力を保持していると判断
される。この様なスタッフによって効率的に英文誌
の出版運営が出来る体制を今後も維持したい。なお、
継続的に勤務しているスタッフは、子育て中、もし
くは僻地居住でリモート業務が適している研究継続
希望者と、全体の運営マネージャ、広報担当者であ
る。

4）2 月 か ら ER 誌 の 新 Web ペ ー ジ を 公 開 し て い る
（https://esj.ne.jp/er/index.html）。従来の Web ページ
は、Springer 社の ER オフィシャルページの構成が
学会誌向けでは無かったため、2014 年に海外研究者
向けに作成したもので、ER 誌の統計情報や論文情
報、受賞者情報などを掲載していた。しかし、出版
社が Wiley 社になりオフィシャルページの構成が大
幅に改善されたため、海外研究者向け情報よりも、
むしろ国内会員向け情報のニーズが高まっていると
判断された。そこで、生態学会 Web ページとデザイ
ンを合わせて内容を刷新し、ER 誌の日本語情報に
加えて ER 編集長や副編集長による各号の内容につ
いての日本語コメントが毎号更新されるような構成
に刷新した。ER 誌 Web ページの構成が固まり次第、
順次 PSB 誌、PE 誌についても同様の Web ページを
作成していく予定。生態学会英文誌における広報活
動については本大会のフォーラム U10「Ecological 
Research で特集企画（Special Features）を出版しよう」
でも説明する。

5）2 月 よ り Wiley 社 の under review service で あ る
Authorea を、3 誌に導入した。

 https://www.authorea.com/inst/26386-ecological-society-
japan

 このサービスは、Ecology & Evolution 誌などで導入
されており、今後は、著者が投稿時に、投稿原稿を
プレプリントとして事前公開するかどうかを選択で
きるようになる。

6）3 月 2 日に Wiley 社から 3 誌の契約書案が送られて
きた（本来は昨年 12 月中に準備される予定だった
もの）。2022 年 8 月 25 日提案された出版契約案とは
大きな変更はないが、Authorea の導入が加わってい
る。現契約からの大きな変更点として、3 誌の出版
元が日本生態学会に一元化されること、Population 
Ecology および Plant Species Biology の Society fee の
廃止、冊子体については全て Print on demand による、
最低保証 Royalty の条件変更（定額制→前年実績の
80％額を保証）、Editorial office support の廃止、に加
えて、2026 年以降 Wiley 社の編集事務局サービスの
無料提供が提案されている。

　 生 態 学 会 へ の 英 文 誌（Population Ecology と Plant 
Species Biology）の所有移管については昨年度中に
個体群生態学会、種生物学会との間で合意済みであ
り、各学会会長による、雑誌所有移動についての合
意書（ワイリーへ提出）へのサインと、各学会間で
の出版覚書の改訂作業が必要であり、事務局の方で
準備中である（契約書の Wiley 社への提出は 4 月中

を予定）。
 　実質的な大きな変更点としては、最低保証 Royalty

の条件変更で、出版収支の現状が維持されれば現
契約より若干、支払いが減少する。また、論文収入
が増えれば出版収支が改善し学会収入が増加する
ものの、減少した場合には学会からの支払いが大幅
に増える可能性がある。論文収入の増加は OA 論文
出版数と直結しており、世界的な出版動向の変化
に対応した運営が求められる。3 月の生態学会大会
では、Wiley 社の OA 出版責任者である Alice Wood
さんを演者として招聘し、OA 出版と転換契約につ
いてフォーラム U03「転換契約って何？　日本の
OpenScience の推進と学会誌の転換」を開催し、生
態学会としての OA 補助制度の導入と、今後の英文
誌出版の方針について会員に周知・議論する予定。

7）12 月に開催された英国生態学会 BES2022 では辻理
事、山内 PE 編集長、難波氏が生態学会の代表とし
て参加した（内、辻理事は学会による旅費負担）。
Wiley 社の協力の下、英文誌 3 誌のブース出展を行
い、生態学会のノベルティー配布やサンプル配布、
大型液晶ビジョンを利用した宣伝資料の投影など。
積極的な広報・学会間交流を行った。各国の生態学
関連学会によるランチョンミーティングやブースで
の活発な情報交換が行われたが、関係者からは保全
生態学分野の Cambridge 大学 William Sutherland 教
授との継続的な交流を助言された。特に「保全生態
学の一次情報を論文化するときのフォーマット化」
の提案がなされ、世界で比較可能な資料が他にどの
ようなものがあるのかを明記する Nature のポート
フォーリオ形式の情報付記の普及が必要との問題意
識があった。辻理事からからは、この全体像と意義
を説明してもらうことを Sutherland 教授来日の口実
にする可能性が提案された。

　2020 年以降、ER 誌への海外からの投稿数は激減して
おり、担当編集者、査読者も日本国内所属の割合が急増
している。また、対面大会の未開催が継続しているため、
ER シンポジウムも開催されず、大会を通じた海外研究
者としての交流活動が停滞している。英文誌出版につい
ては、日本国内だけに留まっていては縮小再生産の過程
に陥る可能性が高く、積極的な国際化推進が必要な状況。
 （文責：出版担当理事　久米 篤）

B．審議事項
第 1 号議案　役員退任に伴う改選に関する件
　以下の役員候補者の改選について満場異議なくこれを
可決承認した。
・任期満了により退任する役員（任期：2021.3 総会後～

2023.3 総会まで）
理事：大塚俊之、佐々木雄大、本庄三恵
監事：永松大

・理事会推薦役員候補者（任期　2023.3 総会後～ 2025.3
総会まで）

理事：立田晴記、赤坂宗光、辻かおる
監事：大塚俊之
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第 2 号議案　2022 年決算承認に関する件
当期（自 2022 年 1 月 1 日至同年 12 月 31 日）における決算案について満場異議なくこれを承認可決した。

＜一般会計＞
収　入　の　部 支　出　の　部

費　目 22 予算 22 決算 費　目 22 予算 22 決算
年会費 会誌発行費
　正会員（一般） 25,000,000 25,397,200 　ER・PE・PSB 1,500,000 1,518,324
　正会員（学生） 4,800,000 5,128,600 　生態誌 1,500,000 1,807,495
　賛助会員 1,400,000 1,442,000 　保全誌 2,800,000 2,631,845

小 計 31,200,000 31,967,800 　会誌発送費用 400,000 384,230
　ニュースレター 300,000 269,500

科研費（国際情報発信強化 A） 12,600,000 12,600,000 　英文校閲・翻訳 300,000 10,120
学会誌売上げ 500,000 666,500 　英文誌 Open Access 経費 5,000,000 7,371,294
出版印税 500,000 686,730 　和文誌編集費 550,000 482,675
論文掲載料 1,400,000 1,551,300 小 計 12,350,000 14,475,483
広告代 0 30,000
著作権使用料 150,000 209,726 会議費 150,000 212,616
大会収入 20,000,000 19,613,000 旅費・交通費 1,000,000 488,405
講習会費 0 0 人件費 16,500,000 16,278,723
寄附金 0 0 地区会活動費 2,000,000 1,779,034
その他 2,000 3,027 大会支出 20,000,000 13,896,340
前年度繰越金 100,836,515 100,836,515 個体群生態学会出版企画費 350,000 358,069

INTECOL 会費 2,250,000 0

事務費
　通信費 300,000 232,090
　消耗品費 400,000 375,532
　雑費 350,000 229,664
　決済代行手数料 2,000,000 724,232
　サーバ関連費 300,000 715,815
　事務所維持費 1,680,000 1,680,000

小 計 5,030,000 3,957,333

各種委員会費 1,500,000 388,041
広報費 100,000 924,611
選挙費 0 0
EAFES 費用 0 0
講習会費 200,000 0
会員管理委託費 4,600,000 4,449,903
法人税 300,000 209,300
次年度繰越金 100,858,515 110,746,740

合 計 167,188,515 168,164,598 合 計 167,188,515 168,164,598
単年度収入 66,352,000 67,328,083 単年度支出 66,330,000 57,417,858

単年度収入 - 支出 22,000 9,910,225
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＜特別会計＞
賞準備金

収 入 の 部 支 出 の 部
22 予算 22 決算 22 予算 22 決算

前年度繰越金 10,424,150 10,424,150 賞金
預金利息 0 86 　宮地賞 200,000 200,000

　大島賞 200,000 200,000
　鈴木賞 200,000 200,000

小計 600,000 600,000
雑費 0 0
次年度繰越金 9,824,150 9,824,236

合 計 10,424,150 10,424,236 合 計 10,424,150 10,424,236

貸 借 対 照 表
2022 年 12 月 31 日現在

一般社団法人　日本生態学会 （単位：円）
科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

（　資　産　の　部　） 円 （　負　債　の　部　） 円

流　動　資　産 流　動　負　債
現 金 及 び 預 金 144,120,608 未 払 金 4,498,981
前 払 費 用 1,317,430 未 払 法 人 税 等 209,300 
未 収 収 益 240,600 前 受 金 25,491,310

預 り 金  359,500
固　定　資　産

特定資産 学会賞準備金資産 9,824,236 固　定　負　債
　 退 職 給 付 引 当 金 4,372,500 

負　債　合　計 34,931,898
（ 正 味 財 産 の 部 ）
一 般 正 味 財 産 110,746,740
指 定 正 味 財 産（ う ち
特 定 資 産 へ の 充 当 額 ） 9,824,236

正　味　財　産　合　計 120,570,976
資　産　合　計 155,502,874 負 債 ・ 純 資 産 合 計 155,502,874
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第 3 号議案　2023 年度予算承認に関する件
次期（自 2023 年 1 月 1 日至同年 12 月 31 日）における予算案について満場異議なくこれを承認可決した。

＜一般会計＞
収　入 支　出

費　目 22 決算 23 予算 費　目 22 決算 23 予算
年会費 会誌発行費
　正会員（一般） 25,397,200 25,000,000 　ER・PE・PSB 1,518,324 1,500,000
　正会員（学生） 5,128,600 5,000,000 　生態誌 1,807,495 2,000,000
　賛助会員 1,442,000 1,400,000 　保全誌 2,631,845 2,800,000

小 計 31,967,800 31,400,000 　会誌発送費用 384,230 400,000
　ニュースレター 269,500 300,000

科研費（国際情報発信強化 A） 12,600,000 0 　英文校閲・翻訳 10,120 ―
学会誌売上げ 666,500 500,000 　英文誌 Open Access 経費 7,371,294 9,000,000
出版印税 686,730 700,000 　英文誌編集費 ― 600,000
論文掲載料 1,551,300 1,500,000 　和文誌編集費 482,675 600,000
広告代 30,000 20,000 小 計 14,475,483 17,200,000
著作権使用料 209,726 200,000
大会収入 19,613,000 10,000,000 会議費 212,616 300,000
講習会費 0 0 旅費・交通費 488,405 1,000,000
寄附金 0 0 人件費 16,278,723 16,500,000
その他 3,027 2,000 地区会活動費 1,779,034 1,831,544
前年度繰越金 100,836,515 110,746,740 大会支出 13,896,340 13,000,000

個体群生態学会出版企画費 358,069 350,000
INTECOL 会費 0 300,000

事務費
　通信費 232,090 300,000
　消耗品費 375,532 400,000
　雑費 229,664 300,000
　決済代行手数料 724,232 1,000,000
　サーバ関連費 715,815 400,000
　事務所維持費 1,680,000 1,680,000

小 計 3,957,333 4,080,000

各種委員会費 388,041 1,000,000
広報費 924,611 1,000,000
選挙費 0 250,000
EAFES 費用 0 200,000
講習会費 0 300,000
会員管理委託費 4,449,903 4,600,000
法人税 209,300 300,000
次年度繰越金 110,746,740 92,857,196

合 計 168,164,598 155,068,740 合 計 168,164,598 155,068,740
単年度収入 67,328,083 44,322,000 単年度支出 57,417,858 62,211,544

単年度収入 - 支出 9,910,225 -17,889,544
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＜特別会計＞
学会賞準備金

収 入 の 部 支 出 の 部
22 決算 23 予算 22 決算 23 予算

前年度繰越金 10,424,150 9,824,236 賞金
預金利息 86 0 　宮地賞 200,000 200,000

　大島賞 200,000 100,000
　鈴木賞 200,000 200,000

小計 600,000 500,000
雑費 0 0
次年度繰越金 9,824,236 9,324,236

合 計 10,424,236 9,824,236 合 計 10,424,236 9,824,236

第 4 号議案　第 73 回大会（2026 年）担当地区会に関
する件
　第 73 回大会（2026 年）担当地区会候補近畿地区の提
案があり満場異議なく承認可決した。

第 5 号議案　新賞設置に関する件
　新賞「日本生態学会自然研究振興賞」設置について以
下の提案があり、承認を求めたところ満場異議なく承認
可決した。

日本生態学会自然史研究振興賞
1．提案内容
生物多様性に関する記載研究を推進している会員を表彰
する新たな賞の提案
久保田康裕（琉球大学理学部・株式会社シンクネイチャ
ー）

●賞の趣旨
　日本生態学会自然史研究振興賞（仮称）は、生物多様
性の理解の源となる記載研究を地道におこなうことなど
により、生態学の基盤強化に寄与している本法人の会員
を対象として、選考を経て選ばれた者に授ける。ここで
の記載研究とは、生物多様性の可視化の源泉となる情報、
すなわち生物の分類や分布、生活史などに焦点を当てた
地道な研究であり、特定の地域に根差した調査も含む。
原則として研究成果が公開され、一次情報が生態学研究
者やその関連コミュニテイにおいて広く共有されている
ものを選考対象とする。

●新たな賞の原資と賞金について
　具体的には、10 年間の授賞を想定した賞金（200 万円
程度）を、シンクネイチャーから生態学会へ寄付する。
生態学会においては、この寄付金を原資にして、生態学
の基盤になる記載研究をやっている方を、毎年 2 名（団
体）程度（1 名 10 万円程度の年 20 万円の賞金を含めて）
授賞することを検討していただきたい。

2．日本生態学会自然史研究振興賞（仮称）の応募イメ
ージ

1）市町村などの博物館、植物園、樹木園に所属する職
員やそのボランティアグループが長期間にわたって

記載研究を続け、館報などで公表してきた動植物リ
スト、フェノロジーデータ、分布地などのインベン
トリーデータ。収集データが生態学的に価値が高く、
引用・利用できる形で公開されているもの。調査・
研究活動のとりまとめを中心的に行っている職員が
生態学会員である場合。

Ex）A 市の野草園の館長で、蛇紋岩植物の群集組成や
分布地、新種記載の多くの研究を館報に掲載し、蛇
紋岩植物の全体像を大きく進展させた例。

2）アマチュア研究者や任意の研究グループ（市民の植
物同好会や昆虫研究会など）による研究で、地域の
生物相や分布状況、フェノロジー情報、形態・形質
情報、生活史情報などを蓄積し、会報などで公表さ
れてきた研究。収集データが生態学的に価値が高く、
引用・利用できる形で公開されているもの。調査活
動のとりまとめを中心的に行っている人物が生態学
会員である場合。

Ex）地方の昆虫研究会に所属し、移動性のチョウにマ
ーキングを行い、全国各地から再捕獲の情報を集め、
移動パターンを解明した研究。

3）中学・高校の生物部などで、長期間行っている地域
の生物相、フェノロジー、行動観察に関する研究で、
生態学的に価値が高く、引用・利用できる形で公開
されているもの。顧問の先生などが生態学会員であ
る場合。

Ex）S 市の高校生物部の研究として、地域の湿地に生息
する水生昆虫のインベントリー調査を長年にわたっ
て続け、土地利用や気候変化による生物相の変動を
詳細に記載した研究。O 県の私立高校の教員をしな
がら県内のすべての有人島のアリ種の分布調査を行
ない、退職後に全標本を大学に寄贈した T 氏。

4）大学附属の博物館などで、地域の生物相や生物分布（外
来種含む）を丹念に記載し、紀要などで論文として
公開すると同時に、収集した生データを要望に応じ
て公開・提供している場合。

Ex）R 大の附属博物館の S 先生：地域の生物分布やそ
の変化を長年にわたって観察記録し、希少種や外来
種などの情報（生データ）を地域の自然環境行政施
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＜植物個体群・群落 / Plant population and Plant 
community ＞

【最優秀賞】
「繁殖様式の異なる日本のヤマノイモ属植物の地理的遺

伝構造の比較」* 岡本 一希（大阪市立大学），名波 哲（大
阪公立大学），徳本 勇人（大阪公立大学），吉原 静恵（大
阪公立大学），伊東 明（大阪公立大学）

【優秀賞】
「積雪下で発芽することの適応的意義 －展葉日と成長率

に注目して－」*Kanta EBINA, Kiyoshi ISHIDA（Hirosaki 
Univ.）

「日本の島嶼域に隔離分布するオキナワハイネズ近縁種
群の分子系統地理学的解析」* 田口 裕哉（東北大・農），
髙橋 大樹（東北大・農），伊東 拓朗（東北大・植物園），
田金 秀一郎（鹿児島大・博物館），菅原 崚太（東京学
芸大・教育，都立大・牧野），小栗 恵美子（東京学芸大・
教育），阿部 晴恵（新大・佐渡セ），陶山 佳久（東北大・農）

＜行動 / Behavior ＞
【最優秀賞】
「イソへラムシは動かない：対捕食者行動としての不動

行動と複数種の捕食者への反応」* 五十嵐 公一，和田 
哲（北海道大学）

【優秀賞】
「アデリーペンギンの採餌トリップにみられる集団的行

動」* 今木 俊貴（総合研究大学院大学），國分 亙彦（総
合研究大学院大学，国立極地研究所），塩見 こずえ（東
北大学），高橋 晃周（総合研究大学院大学，国立極地
研究所）

「アザラシ科 Pusa 属 Phoca 属における頬歯の形態と食性
との関係」* 石原 有乃（総合研究大学院大学），渡辺 
佑基（総合研究大学院大学，国立極地研究所）

「ニホンカワネズミの食性における季節変化：糞を用い
た DNA メタバーコーディング」* 塩塚 菜生（奈良女
子大学），片野 泉（奈良女子大学），土居 秀幸（京都大
学），齊藤 達也（京都大学），一柳 英隆（熊本大学）

「カワスズメ科魚類 Neolamprologus pulcher における顔の
地域変異と異人種効果」* 西田 光希，川坂 健人，十川 
俊平，幸田 正典，安房田 智司（大阪公立大学）

＜動物繁殖・生活史 / Animal reproduction and Life 
history of animals ＞

【最優秀賞】
「近代的水田におけるツチガエルの早期変態とその個体

群動態への影響」* 木村 楓，曽田 貞滋（京都大学）
【優秀賞】
「コクヌストモドキとオオツノコクヌストモドキの二種

間の繁殖における相互作用の検証」* 大西 流偉（香川
大学），松村 健太郎（岡山大学），安井 行雄（香川大学）

＜動物個体群 / Animal population ＞
【最優秀賞】
「シカのヌタ場が両生類の繁殖に与える影響」* 松浦 な

る（北大・農），岡宮 久規（ふじのくに環境史博），八柳 
哲（北大・農），坂田 雅之（北大・農），岸田 治（北大・
FSC），荒木 仁志（北大・農）

【優秀賞】

策立案に還元し、同時に、県外から訪れる研究者に
対しては野外調査を支援するための基礎的な情報を
提供している。

Ⅱ．第 70 回日本生態学会大会の記録
　第 70 回日本生態学会大会はオンラインにて 2023 年 3
月 17 日～ 3 月 21 日に開催されました。
　大会期間中に公開講演会、シンポジウム 10、自由集
会 20、フォーラム 10、一般講演（口頭発表）233、一般
講演（ポスター発表）654、高校生ポスター 65、ジュニ
ア生態学講座、が行われました。参加者は 2490 名でした。
5 日間の日程とポスター賞・高校生ポスター賞・英語口
頭発表賞受賞者は以下の通りです。

日　程
3 月 17 日　開会挨拶、一般講演（口頭発表・ポスター

発表コアタイム）
3 月 18 日　公開講演会、一般講演（口頭発表・ポスタ

ー発表コアタイム）、懇親会
3 月 19 日　シンポジウム、自由集会、フォーラム、高

校生ポスターコアタイム、みんなのジュニア生態学
講座

3 月 20 日　シンポジウム、自由集会、フォーラム
3 月 21 日　総会、授賞式、受賞記念講演

ポスター賞受賞者
＜植物生理生態 / Plant ecophysiology ＞

【最優秀賞】
「カブモザイクウイルスが植物―アブラムシ相互作用に

与える影響と介在遺伝子の探索」* 大坪 雅，工藤 洋，
本庄 三恵（京都大学）

【優秀賞】
「山岳域における細根の水獲得・保持機能の環境応答性：

針葉樹と広葉樹の樹種間比較」* 増本 泰河，橋本 裕生，
伊藤 拓生，牧田 直樹（信州大学）

「花蜜酵母の種類がマルハナバチの嗜好性を変えるのか」
* 廣野 由奈，河野 亮介（東邦大学）

＜動物繁殖・生活史 / Animal reproduction and Life 
history of animals ＞

【最優秀賞】
「日本産被食散布型植物の各階層における果実の色の多

様性」* 松浦 真央（大阪公立大学），名波 哲（大阪公
立大学），山岡 里帆（大阪公立大学），上羽 亮太朗（大
阪市立大学），伊東 明（大阪公立大学）

【優秀賞】
「岩手県の落葉樹林における種子生産量の長期パターン：

個体群レベル・個体ベースの推定」* 本間 千夏（秋田
県大・生物資源），野口 麻穂子（森林総研東北），正木 
隆（森林総研），星野 大介（森林総研），星崎 和彦（秋
田県大・生物資源）

「オニタビラコ 2 亜種の都市 - 里山間における種子散布
能力と空間的分布の比較」* 中野 崇平，丑丸 敦史（神
戸大学）
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「河川利用はスズキに高成長をもたらすか？耳石解析に
基づく回遊履歴・成長履歴の推定」* 高井 万葉（東京
大学），黒木 真理（東京大学），白井 厚太朗（東京大学），
眞名野 将大（水産研究・教育機構），冨樫 博幸（水産
研究・教育機構），櫻井 慎大（水産研究・教育機構），
児嶋 大地（京都大学），村上 弘章（東北大学），久米 学（京
都大学），市川 光太郎（京都大学），三田村 啓理（京都
大学），山下 洋（京都大学）

「サケの産卵は鳥類捕食者の分布を規定するか？」* 山田 
太平（北海道大学），片平 浩孝（麻布大学），三浦 一輝（北
海道立総合研究機構），中村 太士（北海道大学）

＜動物群集 / Animal community ＞
【最優秀賞】
「共在細菌叢はどこまで宿主遺伝子型特異的か：ミジン

コ細菌叢移植実験からの考察」* 市毛 崚太郎，張 璇，
占部 城太郎（東北大学）

【優秀賞】
「土壌生態系における微生物群集の相互作用ネットワー

ク動態」* 景山 拓矢，東樹 宏和（京都大学）
＜動物と植物の相互関係 / Animal-plant interaction ＞

【最優秀賞】
「人工果実を用いた野外実験による鳥類の果実の色の嗜

好性の評価」* 山岡 里帆（大阪公立大学），名波 哲（大
阪公立大学），松浦 真央（大阪公立大学），上羽 亮太朗

（大阪市立大学），伊東 明（大阪公立大学）
【優秀賞】
「花形態の複雑化が開花密度 - 繁殖成功関係へもたらす

影響」* 佐藤 秋周（神戸大学），丑丸 敦史（神戸大学），
川上 風馬（神戸大学），中土井 洋平太（神戸大学），朝田 
愛理（神戸大学），石井 博（富山大学），白鳥 裕太郎（富
山大学）

「カリガネソウの曲がる花茎は雄の繁殖成功を高める」
*Masaki MASUDA, Atsushi USHIMARU, Airi ASADA

（Kobe Univ.）
＜物質循環 / Material cycling ＞

【最優秀賞】
「吹通川マングローブ，海草，サンゴ礁生態系間の炭

素・栄養塩循環」* 中村 航（東京大学），PHYOTHET 
NAING（Ministry of Natural Forest），渡辺 謙太（港湾空
港技術研究所），中島 壽視（福井県立大学），源平 慶（港
湾空港技術研究所），杉本 亮（福井県立大学），宮島 利
宏（東京大学），桑江 朝比呂（港湾空港技術研究所），佐々
木 淳（東京大学）

【優秀賞】
「リン可給性の異なる土壌に生育するコナラの葉のリン

画分」* 長谷川 笑美（京大・森林生態），水上 知佳（京
大・森林生態），向井 真那（山梨大・生命環境），辻井 
悠希（九大・生物），青柳 亮太（京大・森林生態），北山 
兼弘（京大・森林生態）

「2015/16 年のスーパーエルニーニョはボルネオ熱帯雨林
の水循環をどう変化させたのか？」* 羽田 泰彬（東京
大学），久米 朋宣（九州大学），松本 一穂（琉球大学），
齋藤 隆実（森林総合研究所），熊谷 朝臣（東京大学）

＜景観・遷移・更新 / Landscape ecology, Succession 
and regeneration ＞

【最優秀賞】
「立山連峰のモンキチョウ類は、どこからきたのか？」

* 清水 大輔，山崎 裕治（富山大学）
【優秀賞】
「哺乳類の林道利用に影響を与える環境要因」* 鈴木 美

緒，斎藤 昌幸（山形大学大学院）
「都市近郊林の木本植物群集がもつ機能的多様性の評価」

* 東 優樹（筑波大学）
＜生物多様性 / Biodiversity ＞

【最優秀賞】
「日本のミミズの種多様性に緯度勾配を生じさせる要因

は何か？」* 念代 周子（弘前大学），佐藤 千佳（京都
大学），曽田 貞滋（京都大学），奥崎 穣（東京大学），
長太 伸章（国立科学博物館），南谷 幸雄（栃木県立博
物館），宮野 純（弘前大学），池田 紘士（弘前大学）

【優秀賞】
「落葉リター分解における温暖化と植物種多様性の効果」

* 林 夏帆（横浜国立大学），高木 健太郎（北海道大学），
梁 乃申（国立環境研究所），上田 実希（日本女子大学），
岡田 慶一（東京農業大学），森 章（東京大学）

＜ 生 態 系 管 理・ 生 態 学 教 育・ 普 及 / Ecosystem 
management, Education and popularization of 
ecology ＞

【最優秀賞】
「東京都都市部における社寺林の鳥類多様性維持の役割

の解明」* 松本 航汰，中島 一豪，伊藤 睦実，高田 ま
ゆら（中央大学）

【優秀賞】
「衛星画像を用いた機械学習モデルの広域外挿による熱

帯生産林の生態系サービス評価」* 小松 孝太朗（京大・
森林生態），竹重 龍一（京大・森林生態），藤木 庄五郎（株
式会社バイオーム），今井 伸夫（東京農大・森林），宮本 
和樹（森林総合研究所），相場 慎一郎（北海道大学），北山 
兼弘（京大・森林生態），青柳 亮太（京大・森林生態）

＜進化・数理 / Evolution and Mathematical ecology ＞
【最優秀賞】
「カニの移動方向はどのように進化したのか？：現生種

情報を用いた祖先形質の復元」* 谷口 隼也（長崎大学，
国立高雄科技大学），井上 翼（長崎大学），黃 榮富（国
立高雄科技大学），平井 厚志（エビとカニの水族館），
水元 惟暁（沖縄科学技術大学院），竹下 文雄（北九州
市立博物館），河端 雄毅（長崎大学）

【優秀賞】
「性的対立による有性生殖の維持 : ネギアザミウマを用

いた検証」* 工藤 達実，長谷川 英祐（北海道大学）
「近縁なシロチョウ 2 種間の生態的分化：野外における

食草利用とゲノム比較から探る」* 須田 崚，岡村 悠，
土松 隆志（東京大学）

＜保全 / Conservation ＞
【最優秀賞】
「血液を用いてヒグマの年齢を推定する　～ DNA メチ

ル化率を指標として～」* 中村 汐里（北大・獣医・野
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生動物），山﨑 淳平（北大・獣医・動物病院），松本 直
也（のぼりべつクマ牧場），伊藤 英之（京都市動物園，
京都大・野生研），村山 美穂（京都大・野生研），斉 惠
元（京都大・野生研），木下 こづえ（京都大・野生研），
山中 正実（知床財団），栁川 洋二郎（北大・獣医・繁殖），
佐鹿 万里子（北大・獣医・野生動物），坪田 敏男（北大・
獣医・野生動物），下鶴 倫人（北大・獣医・野生動物）

【優秀賞】
「自然体験の " 質 " が生物多様性保全行動に及ぼす影響

～生き物とのふれあいに注目して～」* 青田 雄太郎（東
京大学）

「住民と訪問者の運転速度に関わる心理的経路の違い：
西表島でのロードキル低減に向けて」* 井村 彩恵子（東
京農工大学），赤坂 宗光（東京農工大学），鈴木 愛（立
命館大学，東京都立大学，京都大学）

＜外来種 / Introduced species ＞
【最優秀賞】
「毒源ヒキガエル侵入による在来ヤマカガシの頸腺毒獲

得と対捕食者行動の変化」* 澤田 聖人（筑波大学），井上 
貴斗（京都大学），森 直樹（京都大学），森 哲（京都大学），
上條 隆志（筑波大学）

【優秀賞】
「外来種マダラコウラナメクジの定着が生態系へ与える

影響 : 生息環境と食性に着目して」* 小松 航（筑波大
学），池澤 広美（茨城県自然博物館），佐伯 いく代（筑
波大学）

「外来植物駆除で植生は回復するのか？小笠原諸島兄島
の事例」* 瀬戸 智大（横浜国立大学大学院，日本森林
技術協会），小池 文人（横浜国立大学大学院）

高校生ポスター賞受賞者
【最優秀賞】
「走行性を示さない照度におけるボルボックスの成長」

牛草 晶（埼玉県立春日部高校）
「アカハライモリの音の選好」部家 匠（金沢大学附属高

等学校），西川 潮（金沢大学）
「 ヨ シ が 持 つ 2 つ の 藍 藻 増 殖 抑 制 効 果：Microcystis 

aeruginosa を用いた検証」飯田 慧土（清風高等学校），
風間 健宏（神戸大学），奥田 昇（神戸大学）

【優秀賞】
「二次林におけるモミの更新条件と里山保全活動の影響」

鈴木 悠人，弓削 吏久，小坪 慎太郎，笠村 颯吾，山崎 
優貴（海城中学高等学校）

「紙魚の食性～紙魚は紙の何を食べる？～」伊添 万志郎，
村井 瞭介，見尾 竜海（高槻高等学校）

「魚類の性転換における生体内外の変化と採血を用いた
性識別の確立」相木 春人，石黒 翠碧，小山 悠太（浅
野中学高等学校）

「オオサンショウウオの生息条件 なぜ揖斐川にオオサン
ショウウオがいないのか？」杉本 巧翔，伊藤 力也，金森 
愛子，成瀬 心遥，木村 仁美，飯田 智輝，永田 壱吹，森 
憲仁（大垣北高校自然科学部）

「銅像山における炭素収支の経年変化と炭素固定機能の
改善」藤吉 康光，山川 寛太，岳本 航希，近藤 絢人，工藤 

良史，髙橋 佑弥，小山 悠太（浅野中学・高等学校）
【審査員特別賞】
「なぜ、ギンボシザトウムシはクモの巣に引っかかるの

か？」野元 颯真，瀬戸山 凌汰，大川畑 星成，塩入 晴陽，
内村 燎人，味園 桃花，淺井 雄貴（錦江湾高等学校）

「アレチヌスビトハギの繁殖戦略」進藤 慶太（岡山大安
寺中等教育）

「オオゴマダラは色覚を用いて赤系統のカランコエに訪
花する」村井 遥奈，佐々木 結夢，柴野 恭輔，橋本 健
汰（石川県立七尾高等学校）

「鳥の羽の撥水性と特徴」北沢 優花（青稜高等学校）
「GPS を使ったカラスバトの生態解明への挑戦」勝見 美

海，大野 彩乃，石井 綾乃（都立国分寺高等学校）
「ヒキガエルの色彩パターンを用いた生態調査」城 陽太，

錦織 智崇，細井 托人，横山 翔，高久 曜充，中嶋 晟，
五辻 元（東京都立科学技術高校）

「宮城県蕪栗沼の土壌シードバンクから得られた植物」
浅野 日向子，松田 唯，菅原 栞，白岳 航佑（宮城県古
川黎明中・高）

英語口頭発表賞（Best English Presentation Award）受
賞者
＜ Ecosystem Management ＞

【Best English Presentation Award】
“Effects of alley-cropping and monoculture farming systems 

in oil palm plantations on butterflies diversity” Mohamad 
ashraf Bin ABDUL MUTALIB (Hiroshima University), 
Tetsuro HOSAKA (Hiroshima University), Badrul Azhar 
MD SHARIFF (Universiti Putra Malaysia)

＜ Behavior ＞
【Best English Presentation Award】
“Nest complexity reflects individual worker behavior of 

termites” 菊池 顕生（OIST），水元 惟暁（OIST）
【Excellent English Presentation Award】
“Antipathogenic defense by feces containing antibiotic-

producing bacteria in a dampwood termite” 中嶌 聖朗（京
都大学），松浦 健二（京都大学）

＜ Plant Ecophysiology ＞
【Best English Presentation Award】
“Variation in functional traits of dominant tree species along 

an altitudinal gradient in a seasonally dry tropical forest in 
northern Thailand” NUTIPRAPUN Prapawadee (Osaka City 
University), KACHINA Panida (Chiang Mai University), 
HERMHUK Sutheera (Maejo University), THONGSAWI 
Jakkaphong (Kasetsart University), THINKAMPHEANG 
Sathid (Kasetsart University), NANAMI Satoshi (Osaka 
Metropolitan University), ITOH Akira (Osaka Metropolitan 
University), MAROD Dokrak (Kasetsart University)

＜ Conservation ＞
【Best English Presentation Award】
“Investigating the relationship between species distribution 

and microclimate in a rock-dwelling lagomorph, the 
northern pika” 崎 山 智 樹（ 北 海 道 大 学 ），GARCíA 
MOLINOS Jorge（北海道大学）
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＜ Plant Populatoin / Plant Community ＞
【Best English Presentation Award】

How life history drives genetic diversity of fragmented 
perennial plant populations

都築 洋一（北大・院・環境科学），佐藤 光彦（かずさ
DNA 研究所），高田 壯則（北大・院・環境科学），大原 
雅（北大・院・環境科学）

＜ Material Cycling ＞
【Best English Presentation Award】
“Fine-root phosphatase activities in Quercus serrata and 

its determinants on a wide gradient of soil-phosphorus 
availability” 水上 知佳（京都大学・森林生態学），向井 
真那（山梨大学），和穎 朗太（農研機構），江澤 辰広（北
海道大学），北山 兼弘（京都大学・森林生態学）

＜ Animal Ecology / Plant-Animal Interaction ＞
【Best English Presentation Award】
“Phylogeography of Siberian stone loach revealed by 

environmental DNA” Tetsu YATSUYANAGI (Hokkaido 
Univ.), Takashi KANBE (Hokkaido Univ.), Kazuya FUJII 
(Hokkaido Univ., Fukuda Hydrologic Center), Shouko 
INOUE (Hokkaido Univ.), Hitoshi ARAKI (Hokkaido 
Univ.)

＜ Evolution ＞
【Best English Presentation Award】
“Paternal genome elimination promotes altruism in viscous 

populations” Thomas HITCHCOCK (iTHEMS, RIKEN)
【Excellent English Presentation Award】
“Disparate patterns of niche evolution in the diversification 

of the Neotropical cycad genus Ceratozamia (Zamiaceae)” 
Jose Said GUTIERREZ-ORTEGA (RIKEN iTHEMS), 
Miguel Angel PEREZ-FARRERA (UNICACH, Mexico), 
Ayumi MATSUO (Tohoku Univ.), Mitsuhiko P. SATO 
(Kazusa DNA Res. Inst.), Yoshihisa SUYAMA (Tohoku 
Univ.), Michael CALONJE (Montgomery Bot. Cent., USA), 
Andrew P. VOVIDES (INECOL, AC, Mexico), Tadashi 
KAJITA (Univ. of the Ryukyus), Yasuyuki WATANO (Chiba 
Univ.)

Ⅲ．業務執行理事の選任について
　2023 年 3 月 21 日に 2023 年度第 1 回理事会が行われ
業務執行理事が選任された。
　業務執行理事（任期：2023 年 3 月～ 2025 年 3 月）

立田　晴記（専務理事）
赤坂　宗光（庶務担当理事）
辻　かおる（会計担当理事）

Ⅳ．代議員の欠員補充について
　近畿地区選出代議員潮雅之氏の所属地区変更があった
ため、近畿地区次点の井鷺裕司氏を代議員とすることが
2022 年第 4 回理事会にて承認された。

Ⅴ．書評依頼図書（2022 年 10 月～ 2023 年 4 月）
　現在、下記の図書が書評依頼図書として学会事務局に
届けられています。書評の執筆を希望される方には該当

図書を差し上げます。ハガキ又は E メールで、ご所属・
氏名・住所・書名を学会事務局（office@esj.ne.jp）まで
お知らせ下さい。なお、書評は 1 年以内に掲載されるよ
うご準備下さい。
1. 山下洋・益田玲爾・甲斐嘉晃・鈴木啓太・高橋宏司・

邉見由美編著「里海フィールド科学　京都の海に学
ぶ人と自然の絆」（2022）416pp．京都大学学術出版
会　ISBN:978-4-8140-0445-4

2. 源利文著「環境 DNA 入門　ただよう遺伝子は何を
語るか」（2022）120pp．岩波書店　ISBN:978-4-00-
029715-8

3. 吉川賢著「森林に何が起きているのか　気候変動
が 招 く 崩 壊 の 連 鎖 」（2022）248pp． 中 公 新 書　
ISBN:978-4-12-102732-0

4. 柳川久監修　塚田英晴・園田陽一編「野生動物の
ロ ー ド キ ル 」（2023）340pp． 東 京 大 学 出 版 会　
ISBN:978-4-13-060246-4

5. Bryan F. J. Manly, Jorge A. Navarro Alberto 編　深谷肇
一訳「生態学のための標本抽出法」（2023）256pp．
共立出版　ISBN:978-4-320-05839-2

6. 菊水健史・永澤美保著「ヒト、イヌと語る　コーデ
ィーと K の物語」（2023）192pp．東京大学出版会　
ISBN:978-4-13-063956-9

7. 国立研究開発法人水産研究・教育機構編「東日本大
震災後の放射性物質と魚」（2023）184pp．成山堂書
店　ISBN:978-4-425-88711-8

書　評

二井一禎著、左子芳彦コーディネーター（2023）「われ
ら古細菌の末裔：微生物から見た生物の進化（共立スマ
ートセレクション 38）」264pp．ISBN978-4320009387
　共立出版　定価 2,000 円 + 税

　本書は、細菌、古細菌、真核微生物に着目した地球上
の生物進化を扱っています。従来、一般市民に限らず研
究者でさえも、生物進化と言えば多細胞生物の爆発的な
進化と多様化以降に起こる事象ばかりに注目してきまし
た。しかし、地球上の生命が約 40 億年の歴史を持つと
すると実にその 9 割以上の歴史は上記の微生物で占めら
れるほど、微生物の進化は地球上の生命を理解する上で
特に重要です。にもかかわらず、少なくともわが国では、
上記の微生物の進化を概説する書はこれまでにあまりあ
りませんでした。本書は、真核微生物学、とりわけ線虫
研究の泰斗である著者が、長年にわたる大学での講義内
容をベースに微生物の分類、進化、共生、生態について
の最新知見を盛り込み、さらには研究者が成果を世に問
う際の苦労についてのエピソードを紹介するなど、研究
者だけでなく一般読者に対しても分かり易い表現で書き
下ろしたものです。私は本書を読み終えて、著者の微生
物学や生物進化におけるきわめて深いご造詣に圧倒され
ただけでなく、生命の起源と原核生物から真核生物への
進化に関する研究の進展の凄まじさに大変驚きました。
　本書は、米国の微生物学者であるカール・ウーズ（Carl 
R. Woese）の研究業績と経歴を大きく取り上げており、
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まさに「ウーズに始まり、ウーズに終わる」との表現が
合うでしょう。微生物学や進化学を学んだ方は、ウーズ
の３ドメイン説の図を一度は見たことがあるのではない
でしょうか。この図に至るまで、そして至った後も、ウ
ーズと彼の共同研究者たちは、世界中の、特にアメリカ
国内の研究者からの冷たい反応や辛辣な批評を受け続け
ました。しかし、ウーズと彼の共同研究者は、自分たち
のデータは科学的に正しいやり方で得られたこと、およ
び結論に至るまで膨大な量の実験を蓄積してきたことを
信じ、決して精神的に屈服しませんでした。本書では、
研究の初期段階でウーズが共同研究者に「こいつらは細
菌じゃないよ」と言い放ったエピソードが紹介されてい
ます（本書 10 ページ）が、まさにこれこそが人類によ
る「古細菌」認識についての世界的な第一歩であったの
です。本書には、ウーズのエピソードに限らず、他の研
究者の苦労話も随所に紹介されており、真実を世に問う
研究者魂を感じさせてくれます。
　地球の有機物は、最初に地球上で合成されたのか？あ
るいは隕石落下によってもたらされたのか？それらの有
機物からタンパク質や核酸がどのように生成したのか？
さらには核酸の複製はどのように起こり進化したのか？
本書ではこれらについても、後期重爆撃期などの宇宙規
模での大イベントもまじえて、大変分かり易く説明して
います。そして、原始地球の環境に類似しているとされ
る深海における生物進化、さらには大気環境の変遷、光
合成をおこなう細菌へと続きます。私は、熱水噴出孔に
生きる細菌のバクテリオクロロフィルが、元々は熱感知
のためのセンサーとして誕生したものが、後に光合成に
も利用されるようになったことを知り、極限環境におけ
る微生物のしたたかさに驚きました。
　本書の後半では、真核生物への進化が「細胞の共生」
をもとに解説されています。現在では、「大型の（古）
細菌が小型の（古）細菌を取り込んだ」という基本概念

（本書 154 ページ）は多くの研究者に共有されています。
また、核に関係が深いのは古細菌、細胞質に関係が深い
のは真正細菌、核の進化にはウィルスも関係しているか
もしれないとのことです。著者は、微生物の進化研究の
過程において日本人を含む世界中の研究者がクレンアー
キオータ、アイグアーキオータなどの古細菌のグループ
を次々と発見し、そしてついにアスガルド古細菌上門か
ら真核生物が生まれたとの結論に達したいきさつを述べ
ています。そしてここでも、「学問の世界では時の常識
をいささか揺るがす新しい考えが提示されると、大概の
場合学会の重鎮と呼ばれるような人からの批判にさらさ
れることが多い（本書 209 ページ）」となります。しかし、
古細菌の研究の進展は多少の批判を受けてもとどまるこ
とを知らず、そしてついに日本人研究者によって「E3
モデル」という、従来の「細胞の共生」ではなく「から
みつき」、「包み込み」、「細胞内共生化」による真核生物
誕生モデルが提唱されるにいたります。この記述は、ま
さに本書の圧巻と言えます。そして最後に、ウーズへの
称賛と畏敬の念で本書は締めくくられます。
　よくある科学啓発本では、最終章では「〇〇と一般社
会」のような章立てが多いのですが、本書では最初から

最後まで研究の進展とそれにまつわる研究者の努力など
のエピソードがふんだんに盛り込まれ、一般の読者のみ
ならず研究者にとっても大変読み応えのあるものです。
さらに強調すべきは、本書では微生物の進化に関する日
本人研究者の国際的な活躍が随所で紹介され、この分野
における日本の貢献の高さが良くわかります。現在、微
生物を扱う研究は、どの分野も極めて速いペースで発展
しています。私は、微生物の進化に関わる体系だった知
識と最先端の情報を得るための優れた良書として、本書
を強くおすすめします。
 （京都大学生態学研究センター　中野伸一）
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男女共同参画学協会連絡会幹事学会タスクフォース
（2022.3 ～ 2023.12）
　委員長 半場　祐子
　副委員長 可知　直樹 三宅　恵子
 池本　美都 宇野　裕美
 久野　真純 斎藤　裕美
 Firouzeh Javadi 曽我　昌史
 Hubert Cheung 堂囿いくみ
 藤田　剛 本郷　峻
 満行　知花 三谷　曜子
　（オブザーバー）
 木村　恵 上野　裕介
 高野（竹中）宏平
　理事会連絡担当
 赤坂　宗光
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英文誌出版タスクフォース（2022.3 ～ 2023.7）
　委員長 久米　篤
 大塚　俊之 本庄　三恵
 陶山　佳久 鈴木準一郎
 富松　裕 黒川　紘子
 楠本聞太郎 角田　智詞
 大原　雅 山内　淳
 三宅　崇

データベース検討タスクフォース（2022.3 ～ 2023.9）
　委員長 内海　俊介
 大澤　剛士 大手　信人
 久米　篤 黒川　紘子
 佐々木雄大 陶山　佳久
 村岡　裕由

ESJ71 運営検討タスクフォース（2023.3 ～ 2024.3）
　委員長 吉田　丈人
 宮下　直 北島　薫
 立田　晴記 赤坂　宗光
 辻　かおる 大澤　剛士
 高橋　一男 小池　文人
 鏡味麻衣子 佐々木雄大
 占部城太郎 細　　将貴
 彦坂　幸毅 大塚　俊之
 小泉　逸郎
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京都大学生態学研究センター
　　　〒 520-2113  滋賀県大津市平野 2丁目 509-3            
　Tel : (077) 549-8200（代表），Fax : (077) 549-8201

センター長　中野　伸一

Center for Ecological Research, Kyoto University
2-509-3 Hirano, Otsu, Shiga, 
520-2113, Japan
Home page : https://www.ecology.kyoto-u.ac.jp

生態学研究センターにおける 2023年度の活動予定は
以下の通りです。
センターニュース、セミナーなど、センターの最新情
報は、ホームページ（https://www.ecology.kyoto-u.ac.jp）
で公開しています。
なお、新型コロナウイルスの影響により本稿に掲載さ
れている予定については変更の可能性があります。ご了
承ください。

１．プロジェクト
　創発的研究支援事業（JST）（2件）、連携研究スキー
ムによる研究（農水省）（1件）、科学研究費助成事業
による研究（45件）、民間財団寄附金による研究（5件）
などが進められている。

２．協力研究員
引き続き、協力研究員（Affiliated Scientist）を公募する。

３．共同利用・共同研究事業（次頁の表を参照）
2023年度の共同利用・共同研究事業（予算措置のあ
るもの）として、分野間の交流や若手研究者育成の観
点などから、9 件の共同研究 a、3件のワークショップ、
1件の研究集会を採択した。ワークショップの開催日程
などの詳細は、当センターのホームページに掲載する。
また、共同研究ｂ・資料利用は随時募集を行う。

４．生態研セミナー
　生態学研究センターの公式のイベントである「生態
研セミナー」を毎月第三金曜日に開催している。本セ
ミナーは、講演者と世話役の教員との協議によって、
(1) 生態学研究センターにおけるセンター外の方々も参
加可能な対面形式か、(2) 主に Zoom を用いたオンライ
ン形式のいずれかの形で開催する。どちらの場合も、
講師の同意が得られる場合には、主に Zoom を用いた
外部へのオンライン配信も併せて行う。オンライン配
信実施の可否はそれぞれのセミナーで異なるので、詳
細についてはセンターホームページでご確認ください
（なおオンラインでの視聴には事前申込が必要です）。
また、生態学研究センターにて開催の対面形式のセミ
ナーへの参加を希望される場合、会場への道順はセン
ターのホームページで確認いただけます。

５．ニュースレターの発行
センターニュースは、年 2回（7月、1月）発行する
予定である。原則として冊子体の発行はせず、センター
のホームページにて内容を公開し、希望者には発行の
お知らせをメール配信する（次頁にメール配信登録の
URL掲載）。ただし、公的機関等へは冊子体版をお届け
する。センターの活動紹介の他、研究の自由な討議の場
を提供していきたい。

６．オープンキャンパス、公開授業
3月 30日に、大学院入試案内のためのオープンキャ

ンパスを開催した。
京都大学では、遠隔地教育研究施設による公開講座等
を集中して実施する京大ウィークスを毎年行っている。
センターはその一環として秋頃に、一般公開「学校で習
わない生き物の不思議」の開催を予定している。日程な
どはセンターホームページに掲載し周知する。

7．共同利用施設
大型分析機器：DNA関係では DNA多型解析、遺伝子
転写定量解析用機器など、安定同位体関係では、炭
素・ 窒素同位体比オンライン自動分析装置（元素分
析計）、酸素・水素同位体比オンライン自動分析装置
（熱分解型元素分析計）、GC/C（ガスクロ燃焼装置付
き前処理装置）、高速液体クロマトグラフ付き前処理
装置を装備した安定同位体比質量分析計 delta V plus
と、PreCon-GasBench II（自動濃縮装置付き気体導入
インターフェイス）、元素分析計、GC/Cを装備した
安定同位体比質量分析計 delta V advantageの計 2 台
が稼働している。
琵琶湖観測船：高速観測調査船「はす」、「エロディア」
が稼動しており、観測調査、実習に利用される。こ
れらの船舶は、旧センター所在地（下阪本）に係留
されている。
実験圃場林園：センター敷地内には、実験圃場、樹種
植栽林園、林木群集実験植物園、CERの森、実験池
があり、種々の野外実験に利用されている。

2023 年度 センター活動予定

京都大学
生態学研究センター

Center for Ecological Research
Kyoto University

京都大学生態学研究センターニュース

Center for Ecological Research NEWS
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　上記施設・設備の利用希望者は、事前に以下の担当
者に連絡してください。

DNAシーケンサー等関係：工藤・本庄
安定同位体関係：木庭
観測船関係：合田・赤塚
実験圃場林園関係：工藤

8．運営委員会、共同利用運営委員会
　昨年度と同様、それぞれ数回開催される予定である。

●　2023 年度　共同研究 a・ワークショップ・研究集会 採択申請一覧　●
申請者 所　　　属 申込内容 研　究　課　題

清水（稲継）理恵 Department of Evolutionary Biology and 
Environmental Studies, University of Zurich 共同研究 a 倍数化によるエピゲノム進化と環境適応

蔦谷　匠 総合研究大学院大学・統合進化科学研究センター 共同研究 a 安定同位体分析による野生ボノボの食性推定

篠崎　真希 福島県環境創造センター・研究部 共同研究 a 猪苗代湖に流入する酸性河川の硫酸イオン起源解析

牧野　渡 東北大学大学院・生命科学研究科 共同研究 a 琵琶湖におけるマルミジンコ（Chydorus 属）の種遷移に関する
研究

鈴木　啓太 京都大学・フィールド科学教育研究センター（舞
鶴水産実験所） 共同研究 a 冬春季の降水パターンが沿岸植物プランクトンに与える影響

荒木　希和子 滋賀県立大学・環境科学研究院 共同研究 a 植物地下部の環境応答性に関する研究

木下　こづえ 京都大学・アジア・アフリカ地域研究研究科 共同研究 a ゾウおよびマンモスの遡及的健康カレンダー：毛中コルチゾールと
安定同位体分析

三谷　曜子 京都大学・野生動物研究センター 共同研究 a 北海道周辺海域に来遊する鰭脚類の摂餌生態に関する研究

福島　慶太郎 福島大学・農学群・食農学類 共同研究 a 急速に中性化した火山性酸性湖・猪苗代湖における安定同位体比を
用いた窒素動態

中野　伸一 京都大学　生態学研究センター ワークショップ 若手研究者のための夏季観測プログラム in 琵琶湖

木庭　啓介 京都大学　生態学研究センター ワークショップ 脱窒菌同位体比測定法ワークショップ 2023

木庭　啓介 京都大学　生態学研究センター ワークショップ 安定同位体生態学ワークショップ 2023

本間　航介 新潟大学　佐渡自然共生科学センター　森林部門 研究集会 佐渡の森林生態系および森里海の物質循環に関する現地研究集会

受賞者名 受賞名 受賞研究課題・受賞講演名・受賞論文等
髙林　純示 第 20 回（2022 年）日本生態学会賞 化学コミュニケーション研究の世界的第一人者として、これまでの実

績を評価され受賞した。

佐藤　拓哉 公益財団法人河川財団　令和 4 年度河川
基金優秀成果賞（研究者・研究機関部門）

「河畔林整備がサツキマスになる稚魚の個体数増大に及ぼす効果の検
証：河川管理と森林管理の融合に向けて」

大坪　雅 2nd Plant Microbiota Research 
Network (PMRN) 2022 Best Poster 
Award

"Effects of Turnip mosaic virus infection on preference of aphids 
in Arabidopsis halleri in a natural environment"

程木　義邦 ( 中部大学応用生物学部・准教授 )
小板橋　忠俊（前・生態学研究センター・技術専門職員）
合田　幸子
赤塚　徹志
中野　伸一

日本陸水学会英文誌 "Limnology"　最
優秀論文（Limnology Excellent Paper 
Award 2022）

Hodoki Y, Koitabashi T, Goda Y, Akatsuka T, Nakano S (2020) 
Long‑term variation in abundance of the non‑native phytoplankton 
Micrasterias hardyi  (Zygnematophyceae, Streptophyta) in Lake 
Biwa, Japan. Limnology 21 (1): 67‑72.

大坪　雅 第 70 回日本生態学会大会ポスター賞　
最優秀賞

「カブモザイクウイルスが植物―アブラムシ相互作用に与える影響と介
在遺伝子の探索」

景山　拓矢 第 70 回日本生態学会大会動物群集部門
ポスター　優秀賞

土壌生態系における微生物群集の相互作用ネットワーク動態

センターニュース発行のメール配信登録、配信先の変更、配信停止等をご希望の場合は、インターネット上の以下のフォーム
より必要事項のご入力をお願いいたします。
https://ws.formzu.net/fgen/S75832635/

センターニュースはバックナンバーを含め、センターホームページの以下の URLからご覧いただけます。
https://www.ecology.kyoto-u.ac.jp/newsletter.html#ct3

センターニュース
メール配信登録のお願い

2022 年度
センター受賞者



◆会費
会費は前納制で、学会の会計年度は 1 月から 12 月までです。
新年度の会費は 9 ～ 12 月に請求をします。会費未納者に対しては 6 月、9 月に再請求します。

退会する際は前年 12 月末までに退会届を会員業務窓口まで提出してください。
会費を 1 年分滞納した会員には会誌の発送を停止し、2 年分滞納した時は自動的に退会処分となります。

会員の区分と個人会員の権利・会費

会員種別 基本会費 * 大会発表 選挙・被選挙権
（役員・代議員）

正会員（一般） 9500 円 ○ ○

正会員（学生） 4500 円 ○ ○

賛助会員 年会費
20000 円／ 22000 円 × ×

* 生態学会では収入の少ない一般会員のために、学会費・大会参加費を学生会員と同額にする措置を実施しています。
詳細はウェブサイトをご覧下さい。

【論文投稿の権利】
・日本生態学会誌 正会員のみ有
・保全生態学研究 投稿権利は会員に限定されません
・Ecological Research 投稿権利は会員に限定されません

【冊子配布を希望する会誌の追加費用】
・Ecological Research 8,000 円
・日本生態学会誌 2,000 円
・保全生態学研究 2,000 円

【非会員に向けた学会誌（冊子体）定期購読料】
・日本生態学会誌 5,000 円
・保全生態学研究 5,000 円

問い合わせ先： 一般社団法人日本生態学会　会員業務窓口
 〒 162-0801　東京都新宿区山吹町 358-5 アカデミーセンター
 E-mail: esj-post@as.bunken.co.jp
 Tel: 03-6824-9381　Fax: 03-5227-8631


